
Taketa Public Relations No.35

長湯ダム

広報たけた竹
田
2008

2



広報たけた 平成20年2月号 2

住
民
税（
市
県
民
税
）が

　
　
　
　

 

改
正
さ
れ
ま
す

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に

よ
り
、
平
成
19
年
か
ら
所
得
税
と

住
民
税
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
20
年
度
か
ら

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除
額
を
控
除
し
き
れ
な
い
分
が

　
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減

額
に
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
額
が
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
ま
で
の

間
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る

方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌

年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら

控
除
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
以
降
、
こ
の
控
除
の

適
用
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
、
平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で
に
、

税
務
署
ま
た
は
税
務
課
へ
「
市
県

民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方

　

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
税
務

課
へ
提
出

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も

に
税
務
署
へ
提
出

平成20年度住民税税制改正の主な内容
・所得税から住宅借入金等特別控除額を控除しきれない分が、住民税から控除されます。
・平成19年に所得が減って所得税が課税されなくなった方は、住民税が減額されます。
・地震保険料控除が創設されました。
・老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります。



3　2008年 2月発行

 

　
平
成　
年
に
所
得
が
減
っ
て
所

　
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た

　
方
は
住
民
税
を
減
額
し
ま
す

　

平
成
19
年
に
退
職
等
に
よ
り
所

得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
っ
た
方
等
、
税
源
移
譲

に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変
更
に
よ

る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け

ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に
よ
る
税

負
担
の
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
、
19
年
度
分
の

住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額

を
減
額
し
、
す
で
に
納
付
済
み
の

場
合
は
還
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
住
民
税
と

所
得
税
の
人
的
控
除
（
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
等
）

の
差
の
合
計
額
が
19
年
度
の
住
民

税
の
課
税
所
得
金
額
（
申
告
分
離

課
税
分
を
除
く
）
よ
り
少
な
く
、

20
年
度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
金

額
（
申
告
分
離
課
税
分
を
含
む
）

以
上
に
な
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
寄
付
金
控
除
額
等

の
人
的
控
除
以
外
の
控
除
額
が
増

加
し
た
り
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
等
に
よ
っ
て
所
得
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
っ
た
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

※
課
税
所
得
金
額
と
は
、 

収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
（
給
与
所
得

は
給
与
所
得
控
除
）
と
所
得
控
除

額
を
差
し
引
い
た
額
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
や
海
外
に
転
出
さ
れ
て
、
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
国
内
に
居

住
さ
れ
て
い
な
い
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

　

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
間
に
、
平
成
19
年
度
住
民

税
を
課
税
さ
れ
た
市
区
町
村
税
務

課
へ
「
市
民
税
・
県
民
税
減
額
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
震
保
険
料
控
除
が

　　　　　　　　　　　　
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た

長
期
損
害
保
険
契
約
等
の
保
険
料

等
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害
保

険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

長
期
損
害
保
険
契
約
等
と
は
、

保
険
期
間
ま
た
は
共
済
期
間
が
10

年
以
上
で
、
か
つ
満
期
返
戻
金
が

あ
る
契
約
の
も
の
で
、
地
震
保
険

料
に
該
当
し
な
い
も
の
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
老
年
者
非
課
税
措
置
廃
止
の

　　　　
経
過
措
置
が
な
く
な
り
ま
す

　

18
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方

（
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）
で
、
前
年
の
所
得
が

１
２
５
万
円
以
下
の
場
合
に
適
用

さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
急
激
な
負
担
の
変
化

を
軽
減
す
る
経
過
措
置
が
18
、
19

年
度
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

20
年
度
か
ら
は
経
過
措
置
が
な
く

な
り
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒
４
８
０
３

●地震保険料控除の対象：住宅や家財等の生活資産の地震保険料

19

所　得　税 住　民　税
保険料 控除額 保険料 控除額

地震保険料
50,000 円まで 保険料の金額 50,000 円まで 保険料の2分の1
50,001 円以上 50,000 円 50,001 円以上 25,000 円

旧　長　期
損害保険料

10,000 円まで 保険料の金額 5,000 円まで 保険料の金額
10,001 円　　
  ～ 20,000 円

保険料×1/2
＋ 5,000 円

5,001 円　　 
～ 15,000 円

保険料×1/2
＋ 2,500 円

20,001 円以上 15,000 円 15,001 円以上 10,000 円

※地震保険料と旧長期損害保険料がどちらもある場合は、それぞれ計算し合算します。
　合算額が25,000円を超える場合は25,000円となります。（所得税は最高50,000円）
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確定申告

平成19年分の所得税等の確定申告について

　平成 19年分の所得税並びに個人事業者の消費税
及び地方消費税の確定申告の時期となりました。
　本年は、２月18日㈪から3月17日㈪までの間、
竹田税務署１階に「申告会場」を設置しております。
（開設時間は午前９時から午後４時までです。土曜
日及び日曜日は開設していませんのでご注意くださ
い。）　
　なお、申告会場は３月になりますと大変混雑する
場合がありますので、お早めのご利用をお勧めしま
す。
　また、国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」で簡単に申告書等の作成ができますので、
ぜひご利用ください。

　確定申告と納税の期限について
所得税 は、３月17日㈪まで。
個人事業者の消費税及び地方消費税 は、
　　　　　３月31日㈪まで。

国税庁ホームページ
www.nta.go.jp

「確定申告書等作成コーナー」
をご利用いただくと
簡単に確定申告書が
作成できます。

e-Taxをご利用ください。
ご自宅のパソコンから申告などの手続が簡単にできます。

「e-Tax」を利用して所得税の申告をすると

さらに便利で使いやすく!
ネットでどこでも申告・納税。

e-Tax
国税電子申告・納税システム

① HPからカンタン申告

②最高5,000円の税額控除

③添付書類が提出不要

④還付金がスピーディー

詳しくは、イータックス    で   検索    www.e-tax.nta.go.jp

●お問い合せ　竹田税務署 ☎63-3141

http://www.e-tax.nta.go.jp
http://www.nta.go.jp
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食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

「大合同研修会」in 竹田
　厚生労働省の雇用対策事業「食育ツーリズム雇用創出大作戦」が昨年 10 月にスタートし、各研究
会では具体的な起業や雇用に向けての取り組みが始まりました。20の研究会で実施していることが、
複合的に関連しながら雇用創出、さらに「竹田らしさ」の創造へとつながっていきます。
　取り組みが進み出した今、各研究会が一堂に会し、大合同研修会として“竹田らしさ”をテーマと
した食育ツーリズムのコンセプトを共有することで、事業拡大の大きなうねりを創り出していきます。

　第１部では、「食育ツーリズムそして竹田らしさフォ
ーラム」として、L

ロ ハ ス

OHAS（健康と環境、持続可能な社会
生活を心がける生活スタイル）に詳しい大和田順子氏の
講演の後、竹田の魅力と食育ツーリズム、そして “ 竹田
らしさ ” について、事業に参加しているマネージャーや
講師によるパネルディスカッションを行い、到達点とそ
のための戦略や戦術について議論を深めていきます。
　第２部では、各研究会で進められている郷土料理やど
ぶろくなど酒・発酵商品の製造、ジュース・ジャム・ソ
ースなど加工品の製造等、「ものつくり」の研究会から、
具体的な商品や取り組みを紹介していきます。

  「大合同研修会」in 竹田
　日時　2月 16日㈯　13:30 ～ 19:00
　場所　直入総合支所大会議室
■第1部　食育ツーリズムそして竹田らしさフォーラム
　開会行事　13:30 ～ 13:45
　講　　演　13:45 ～ 14:30
　　　　　　「LOHAS をターゲットとしたビジネス戦略
　　　　　　と竹田らしさ」
　　　講師：LBA 共同代表　大和田　順子氏
　ワクワクスパイラルシンポジウム　14:40 ～ 17:20
　　テーマ１：竹田の魅力と食育ツーリズム
　　テーマ２：食育ツーリズムと竹田らしさ
　　テーマ３：目指す場所と具体的な一歩
　まとめおよび閉会あいさつ　17:20 ～ 17:30
■第２部　竹田らしさの「食」大集合　17:45 ～ 19:00

 ○研修会参加者募集のお知らせ

　城下町工芸（田楽火鉢）研究会
　古き良き竹田の、味、技、心を今に伝える「竹田田楽」
　田能村竹田も愛用した「田楽火鉢」は関係者の努力で
現在は見事に復活し、田楽火鉢の利用、販売がされてい
ます。この事業では田楽火鉢の製造技術の習得、向上は
もちろんですが、郷土の食材（味噌・豆腐など）を使い
供することのほか、田楽火鉢と郷土の産品をセットした
商品を地域外へ向けて販売するなど、田楽火鉢の製作だ
けでなくその利活用、起業を目指した研究会として立ち
上げました。市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122

２月の研修会
  1 日㈮　・農産加工仕込実習
　　　　　　14:00 ～ 16:00（入田エノハ）
  4 日㈪　・どぶろく研修会
　　　　　　15:00 ～ 17:00（サリモス）
  5 日㈫　・名水料理研修
　　　　　　19:00 ～ 21:00（むらさき草）
  6 日㈬　・どぶろく研修会
　　　　　　15:00 ～ 17:00（サリモス）
  8 日㈮　・ワイン・リキュール研修会
　　　　　　19:00 ～ 21:00（むらさき草）
12 日㈫　・城下町工芸 (田楽火鉢 )研修会
　　　　　　14:00 ～ 16:30（民芸の里）
　　　　　・どぶろく研修会
　　　　　　15:00 ～ 17:00（サリモス）
13 日㈬　・野菜加工研修会
　　　　　　13:30 ～ 15:30（市役所３階会議室）
15 日㈮　・岡城魅力づくり研修会
　　　　　　10:00 ～ 12:00（岡城会館）
　　　　　・竹田直入温泉地づくり研修会
　　　　　　14:00 ～ 16:00（直入荘）
　　　　　・農産加工研修会
　　　　　　19:00 ～ 21:00（むらさき草）
　　　　　・商家民泊・まちなかオーベルジュ研修会　
　　　　　　19:00 ～ 21:00（但馬屋新屋 2階）
16 日㈯　・「大合同研修会」in 竹田
　　　　　　13:30 ～ 19:00（直入総合支所大会議室）
17 日㈰　・観光ガイド･接客マナー（おもてなし）研修会
　　　　　　13:00 ～ 16:00（万象の湯）
　　　　　・交流店舗拠点づくり研修会
　　　　　　14:00 ～ 17:00（むらさき草）
18 日㈪　・発酵商店街研修会
　　　　　　19:00 ～ 21:00（むらさき草）
20 日㈬　・薬膳惣菜料理研修会
　　　　　　15:00 ～ 17:00（緒環）
21 日㈭　・ワイン･リキュール研修会
　　　　　　19:00 ～ 21:00（直入）
22 日㈮　・ステンドグラス実技指導研修会
　　　　　　9:00 ～ 16:00（むらさき草）
　　　　　・山菜加工研修会
　　　　　　14:00 ～ 16:00（民宿久住）
24 日㈰　・どぶろく研修会
　　　　　　11:00 ～ 13:00（サリモス）
25 日㈪　・ジュース･ジャム･ソース研修会
　　　　　　14:00 ～ 16:00（むらさき草）
　　　　　・ジュース･ジャム･ソース研修会
　　　　　　19:00 ～ 21:00（むらさき草）
26 日㈫　・城下町工芸（田楽火鉢）研修会
　　　　　　14:00 ～ 16:30（民芸の里）
28 日㈭　・野菜加工研修会
　　　　　　13:30～ 15:30 (いきいき交流センター）
※日程は変更する場合があります。



広報たけた 平成20年2月号 6

　高齢化と少子化によって、個人や家族での介護が困難になっていること等から、高齢者の虐
待が大きな問題となっています。
　この問題に対応するために、平成 18 年４月に「高齢者虐待防止法」が施行されました。福
祉事務所や竹田市地域包括支援センター等では、高齢者に対する虐待に関わる相談をお受けし
ています。高齢者本人、家族介護者、それを支える地域の人々が、それぞれの立場から声を上
げてくださることが大切です。

    こんなことが高齢者への虐待です

　□ 高齢者が言うことを聞かないので、つい、たたく、つねる、けるなどしてしまう。
　□ ベッドからすぐに降りようとするので、ロープでベッドに縛り付ける。
　□ 食事をなかなか食べないので、介護者が無理やり口の中に入れる。
　□ 赤ちゃん言葉を使うなどして子ども扱いする、大きな声でののしる、しかる。
　□ 何度も同じ話をするので、本人から話しかけられても無視する。
　□ 本人の預貯金や年金、不動産などを、本人に無断で使う。
　□ 本人に年金を渡さずに、本人に必要な医療や介護サービスを
　　節約する。
　□ 介護が大変なのでおむつを替えなかったり、食事や水分を
　　十分与えずに長時間空腹状態や脱水状態にする。
　□ 掃除や洗濯が面倒なので寝具を干したり着せ替えをしない。
　　部屋の中に長期間ゴミを放置したままにする。
　□ 性的な嫌がらせを行う。

    虐待かな？と気づいたら相談してください

　虐待を受けている方、虐待を受けている高齢者を見た方、虐待かもしれない？と疑問に思った方は、下
記の機関にご相談ください。ご相談内容に応じて、よりよい対処の仕方や解決方法をともに考えて提案
します。 「ひとりで悩まずに一緒に考えましょう！」

　　　福祉事務所福祉係　　　　☎ 63-4811　　　竹田市地域包括支援センター　　☎ 64-0310
　　　荻総合支所市民生活課　　☎ 68-2214　　　荻地域総合相談支援センター　　☎ 68-3302
　　　久住総合支所市民生活課　☎ 76-1419　　　久住地域総合相談支援センター　☎ 76-1526
　　　直入総合支所市民生活課　☎ 75-2142　　　直入地域総合相談支援センター　☎ 75-2228
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　竹田市在宅介護支援センター　　☎ 63-3668

    解決へ向けてのこれまでの例

　○本人や家族にあった福祉サービスを一緒に考え調整する。
　○施設や介護保険サービスの内容・料金などの情報を提供する。
　○認知症の高齢者への対応の仕方や治療について助言する。
　○成年後見制度について紹介する。
　○必要に応じて、警察と連携しながら対応する。

　●お問い合せ　福祉事務所福祉係　☎ 63-4811

知ってください『高齢者虐待』のこと
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 2008年、いよいよ全国稼動開始！

t
タ ス ポ

aspo‒成人識別カード‒
　大分県では、５月から自動販売機でのたばこ購入に専用の IC カード
が必要になります。
　未成年者喫煙防止の取り組みの一環として、大分県のたばこ自動販売機は、2008 年５月までに
成人識別たばこ自動販売機に変わり、ご利用の際には専用の IC カード「taspo（タスポ）」が必要になります。
　大分県では２月からカードの申込受付を開始し、５月からカードが必要になります。発行手数料、年
会費は無料です。申込書はタバコ販売店店頭等で入手できます。
　詳しくは、taspo ホームページをご覧ください。 http://www.taspo.jp/
●お問い合せ　㈳日本たばこ協会　taspo 運営センター
　　　　　　　taspo ダイヤル　☎ 0120-222-180　※携帯電話からは　☎ 0570-012-340
　　　　　　　受付時間　9:00 ～ 17:00（土日、祝日を除く）
　　　　　　　※紛失、盗難の際のお問い合せは 24時間受け付けています。

宝くじは豊かさを築くチカラ持ち
　宝くじは、広く社会に役立てられています。
　コミュニティの健全な発展を図るとともに宝
くじの普及広報を行うことを目的として、自治
総合センターは宝くじの普及広報に係る収入を
財源として、コミュニティ活動に必要な施設や
設備の整備に関する事業に対して助成を行って
います。平成 19 年度は、福原・宇土地区のコ
ミュニティセンター建設、「お稲荷さんが舞い込
んだ」の衣装等の整備に助成が行われました。
　コミュニティ活動に必要な整備をお考えの団
体は下記までご相談ください。

温かいご協力ありがとうございました
　チャリティーバザー益金・歳末助け合いチャ
リティーショー益金・歳末助け合い共同募金を、
年末に見舞金として介護を必要とする高齢者・
在宅重度心身障がい者の方々、生活困難な世帯
および福祉団体に配分しました。

歳末助け合い募金配分委員会

●お問い合せ
　竹田市社会福祉協議会　☎ 63-1544

宇
土
・
福
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ
」

区分 内　　　　訳 金　　額

収　
　
　
　
　

入

チャリティーバザー益金 617,961 円

歳末助け合い
チャリティーショー益金 1,621,512 円

歳末助け合い共同募金
（事業所・団体・個人） 233,056 円

預金利子 66円

合　　計 2,472,595 円

支　
　

出

個人配分金（478 人） 1,912,000 円

福祉団体配分金（７団体） 537,795 円

経　　費 22,800 円

合　　計 2,472,595 円

●お問い合せ　
　企画情報課まちづくり推進係　☎ 63-4801

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

http://www.taspo.jp/
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豊
肥
市
場
で
の
子
牛
市
場
が
毎
月
開
催
に

◇
子
牛
市
場
再
編
の
目
的

　

市
場
を
２
つ
に
集
約
し
、
上
場

頭
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
購
買

者
の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
出
荷
が
で
き
ま
す

の
で
、
適
期
出
荷
に
よ
る
子
牛
の

斉
一
化
等
商
品
性
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。

◇
再
編
後
の
市
場

　

４
月
か
ら
豊
肥
・
玖
珠
市
場
で

子
牛
市
場
が
毎
月
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
分
市
場
は
廃
止
し
、
北
部
市
場

で
子
牛
市
場
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
雑
子
牛
・
肉
牛
市
場
は

北
部
市
場
、
成
牛
市
場
は
豊
肥
市

場
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
毎
月
開

催
し
ま
す
。

・
豊
肥
市
場　

子
牛
市
場
（
毎
月
）

　
　
　
　
　
　

成
牛
市
場
（
毎
月
）

・
玖
珠
市
場　

子
牛
市
場
（
毎
月
）

・
北
部
市
場

　
　

雑
子
牛
・
肉
牛
市
場
（
毎
月
）

・
大
分
市
場　

※
廃
止

◇
子
牛
市
場
開
催
日
程

　

せ
り
開
始
時
間
は
９
時
30
分
で

す
。（
11
月
〜
３
月
は
10
時
）

※
市
場
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

◇
子
牛
市
場
管
轄
区
域

・
豊
肥
市
場　

　

大
分
み
ど
り
、
ぶ
ん
ご
大
野
、

　

野
津
町
、
佐
伯
豊
南
、
大
分
の

　

ぞ
み
、
さ
わ
や
か
、
大
分
市

・
玖
珠
市
場

　

湯
布
院
町
、
安
心
院
町
、
大
分

　

宇
佐
、
下
郷
、
中
津
下
毛
、
大

　

分
大
山
町
、
大
分
ひ
た
、
九
重

　

町
飯
田
、
玖
珠
九
重
、
別
府
市
、

　

山
香
町
、
杵
築
市
、
日
出
町
、

　

く
に
さ
き
、
く
に
さ
き
西
部

◇
そ
の
他

　

欠
場
牛
の
翌
月
市
場
申
込
み
に

つ
い
て
は
、
管
内
農
協
（
地
区
）

上
場
日
の
最
後
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

全
国
農
業
協
同

　

組
合
連
合
会
大
分
県
本
部

　

☎
０
９
７-

５
４
４-

０
０
３
４

豊肥地区おおいた肉用牛振興協議会研修会

　日時　2月 29日㈮　13:00 ～ 16:00
　場所　竹田市文化会館大ホール
　演題　「枝肉から見る肉用牛子牛生産について」
　講師　小野　健一　氏（和牛技術コンサルタント）
　※日本名牛百選の著者であり、現在、「養牛の友」に連載中。
　主催：豊肥地区おおいた肉用牛振興協議会
●お問い合せ
　豊肥振興局生産流通部企画・流通班　☎ 63-3177

原
油
・
飼
料
等
価
格
高
騰
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

大
分
県
で
は
、
１
月
11
日
㈮
、

農
林
水
産
部
に
「
原
油
・
飼
料
等

価
格
高
騰
対
策
本
部
」、
振
興
局

に
「
原
油
・
飼
料
等
価
格
高
騰
対

策
相
談
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

◇
目
的

　

原
油
や
飼
料
・
餌
料
等
に
お
け

る
最
近
の
急
激
な
価
格
高
騰
に
対

す
る
農
家
、
漁
家
経
営
へ
の
影
響

緩
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　
﹇
対
策
本
部
﹈

・
燃
料
価
格
、
飼
料
・
餌
料
価
格

　
等
の
情
報
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

・
技
術
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に

　

関
す
る
こ
と
。

・
価
格
高
騰
支
援
策
に
関
す
る
こ

　

と
。

・
振
興
局
の
指
導
、
現
場
情
報
の

　

交
換
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
必
要
な
事
項
。

　
﹇
相
談
室
﹈

・
農
家
、
漁
家
経
営
の
実
態
調
査

　

に
関
す
る
こ
と
。

・
農
家
、
漁
家
へ
の
技
術
対
策
マ

　
ニ
ュ
ア
ル
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。

・
市
町
村
等
関
係
機
関
と
の
連
携

　

に
よ
る
価
格
高
騰
支
援
策
の
実

　

施
に
関
す
る
こ
と
。

・
農
家
、
漁
家
の
経
営
相
談
に
関

　

す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
必
要
な
事
項
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
振

　

興
局
農
山
村
振
興
部

　

☎
63-

１
１
７
２

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

豊肥
（11日）

豊肥
（12日）

玖珠
（13日）

玖珠
（14日）

玖珠
（11日）

玖珠
（12日）

豊肥
（13日）

豊肥
（14日）

豊肥
（11日）

豊肥
（12日）

玖珠
（13日）

玖珠
（11日）

豊肥
（12日）

豊肥
（13日）

豊肥
（20日）

玖珠
（21日）

玖珠
（11日）

豊肥
（12日）

豊肥
（11日）

玖珠
（12日）

玖珠
（11日）

豊肥
（12日）

豊肥
（11日）

豊肥
（12日）

玖珠
（13日）

玖珠
（14日）

玖珠
（11日）

玖珠
（12日）

豊肥
（13日）

豊肥
（14日）

豊肥
（11日）

豊肥
（12日）

玖珠
（13日）

玖珠
（14日）

玖珠
（11日）

玖珠
（12日）

豊肥
（13日）

豊肥
（14日）

※資料：㈶日本エネルギー経済研究所石油情報センター

（1ℓあたり・消費税込）
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な
る
ま

 

な
る
ま

な
る
ま

な
る
ま

な
る
ま

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

⑩

竹
田
市
長

　
牧

　
　
剛

　尓

Der Friese spricht　フリース人が語る
海外滞在で注意すべきこと
　日本には「郷に入りては郷に従え」という言葉
があるようですね。どの国でもその国なりの礼儀
作法があります。「下らない！」としばしば思うも
のもありますが、他人とのスムーズな付き合いを
調整する潤滑油の役目を果たしています。
　しかし、他の国においては礼儀作法でないこと
がよくあります。例えば、日本では食べるときに
飯茶碗を持ち上げる習慣がありますが、韓国では
持ち上げない方が正しいマナーです。それらの礼
儀作法は相対することですが、単に長年の生活習
慣等から発生したものであり、絶対的な深い意味
があるわけではないでしょう。
　ある日、ドイツのハンブルク市に居住する日本
人の友達から夕飯に招待されました。ビールも飲
んで、最初は日本の作法通りにお互いにお酌をし
合っていました。しかし、つい、いつもの習慣でク
ナイペでの飲み方のように瓶から直接飲んでしま
いました（07年 11 月号をご覧下さい）。失敗した
なと思って相手に謝罪しましたが、でもそれは本当
に失敗でしょうか？微妙なところではないでしょう
か。

 

待
望
の
日
決
定
！

　
私
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
ま

し
た
中
九
州
横
断
道
路
・
大
野

竹
田
道
路
の
着
工
式
が
２
月
23

日
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
３
月
末
に
千
歳
大
野
間
が
開

通
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
工
事
が
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
と
早
期
着
工
を
国
・

県
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
思
い
を
篤あ

つ

く
汲く

ん
で
い
た

だ
き
、
こ
の
喜
び
の
日
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
衷

ち
ゅ
う
し
ん心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
日
か
ら

明
日
の
竹
田
市
振
興
に
向
け
た

力
強
い
歩
み
が
始
ま
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

 
た
だ
、
も
し
…

　
現
在
中
央
で
揮
発
油
税
等
の

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

や
暫
定
税
率
の
廃
止
が
声
高
に

論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
与
党
は

そ
の
延
長
を
、野
党
は
廃
止
を
と

い
っ
て
お
り
、こ
の
３
月
の
国
会

で
決
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
廃
止
と
な
る
と
竹
田
市

は
、
い
や
全
国
の
地
方
・
過
疎

市
町
村
は
完
全
に
葬
り
去
ら
れ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
５
〜
７
年
で
の
完
成
を
期
待

し
て
い
る
大
野
竹
田
道
路
も
全

く
目
途
が
立
た
な
く
な
り
ま

す
。当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
そ
れ
か
ら
先

は
見
当
も
つ
き
ま
せ

ん
。

　
暫
定
税
率
廃
止
の

影
響
を
、平
成
18
年

度
決
算
を
例
に
説
明

し
ま
す
。
市
の
道
路

予
算
歳
入
総
額
15
・

６
億
円
が
、
特
定
財

源
の
減
少
や
地
方
債

も
借
り
ら
れ
な
い
、臨

時
交
付
金
も
な
く
な

る
な
ど
で
９
・
３
億

円
と
な
り
ま
す
。
一

方
、
歳
出
を
み
る
と

公
債
費
（
借
金
の
返

済
）
が
９
・
６
億
円

で
、
こ
の
返
済
だ
け

で
０
・
３
億
円
の
不

足
と
な
り
ま
す
。
無

論
、
市
道
や
国
・
県

道
の
改
良
な
ど
一
切

中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ガ
ソ
リ
ン

の
値
上
が
り
は
様
々
な
要
因
が

あ
り
、
一
時
し
の
ぎ
の
税
率
引

き
下
げ
で
は
な
く
、
将
来
の
地

域
道
路
網
の
整
備
発
展
の
た

め
、
暫
定
税
率
の
維
持
は
必
要

で
す
。
皆
さ
ん
の
賢
明
な
ご
判

断
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　また、国によって作法の違
いがかなり大きい場合もありま
す。例えばあいさつですが、日
本では名刺を自分の顔と同じと
みなし、やり取りは儀式のよう
ですが、ドイツでは連絡先がプ
リントされた紙一枚でしかあり
ません。また、ドイツでは鼻を
すすることは汚く嫌らしく感じられます。あまり
に繰り返すと隣人は平静を失い、イライラして鼻
をかむように促すかもしれません。他にも、食事
の後に男性が片付けをしないことや駐車の時、冷
暖房のために車のエンジンを止めないこと等は不
作法な振る舞いと見なされますが、食べたり飲ん
だりしながら道を歩くこと等は特に問題になりま
せん。
　さて、海外でどうすれば礼儀正しく振る舞える
のか、何か国際的な行動基準があるのでしょうか。
ゲスト側はできる限り守るよう努力し、ホスト側
はゲストが失敗しても寛容に許せばよいのではな
いでしょうか。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

史
跡
　岡
城
復
元

　
竹
田
市
は
、
㈶
地
域
総
合
整
備
財

団
の
「
大
学
と
連
携
し
た
地
域
づ
く

り
助
成
事
業
」
で
、
大
分
大
学
お
よ

び
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
と

共
同
で
「
史
跡
岡
城
跡
公
開
活
用
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）
を
活
用
し
た
岡
城

復
元
に
取
り
組
み
、
絵
図
や
文
献
、

写
真
を
基
に
全
景
や
本
丸
、三
層
櫓
、

大
手
門
等
を
忠
実
に
再
現
し
た
Ｃ
Ｇ

画
像
お
よ
び
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
現
在
、映
像
は
岡
城
会
館
、市
役
所

（
各
総
合
支
所
）で
上
映
し
て
い
ま
す
。

「
中
川
氏
御ご

年ね
ん

譜ぷ

」

　
岡
藩
の
藩
主
で
あ
っ
た
中
川
家
に

伝
来
・
現
存
す
る
「
中
川
家
文
書
」

の
中
に
、
太
祖
清
秀
以
降
、
歴
代
当

主
の
在
世
中
の
事
績
が
編
年
体
に
記

載
さ
れ
て
い
る
「
中
川
氏
御
年
譜
」

と
題
す
る
一
連
の
文
書
群
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、こ
の
中
の「
幕

末
撰
定
中
川
氏
御
年
譜
、
附
録
・
別

録
」
を
翻
刻
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
中
川
氏
お
よ
び
岡

藩
政
史
研
究
の
基
本
史
料
で
あ
り
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
一
部
し
か
明
ら
か

で
な
か
っ
た
「
中
川
氏
御
年
譜
」
の

全
容
を
ほ
ぼ
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
文
化
財
課
で
は
、
岡
城
復
元
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
１
枚
１
、０
０
０
円
、「
中

川
氏
御
年
譜
」（
２
冊
組
、
ケ
ー
ス

入
）を
６
、０
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。（
※
市
内
在
住
で
、
３
月
末

ま
で
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は

５
、０
０
０
円
。）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
文
化
財
課
　
☎
63‒

４
８
１
８ 中川氏御年譜

CGで再現された岡城

　
本
校
は
、
本
年
度
「
地
域

人
材
活
用
学
習
力
向
上
支
援

事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
地

域
の
方
々
に
授
業
の
指
導
補

助
者
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
等
の
「
学
習
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
、
教
師
の
指

導
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
毛
筆
・
硬

筆
に
お
け
る
筆
の
使
い
方
や

文
字
の
書
き
方
指
導
、
調
理

実
習
に
お
け
る
技
術
的
援
助
、

九
九
暗
唱
の
聞
き
役
等
で
す
。

ま
た
文
化
の
継
承
と
し
て
、

昔
の
遊
び
指
導
に
児
童
の
祖

父
母
や
地
域
の
人
々
に
来
て

い
た
だ
い
た
り
、「
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
」
の
指
導
に
地
域
の

伝
承
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
普
段
の
授
業

で
は
味
わ
え
な
い
専
門
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る

こ
と
で
、
興
味
・
関
心
を
も

っ
て
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、「
学
習
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
方
々
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
に
、「
ま
た
今
度
」

と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
来
年
度
、
指
定

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
継
続
し
た
活
動
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
本
年
度
、
本
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
プ
レ
国
体
と
し
て
の

全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
や
国
体
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
少
年
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
校
し
、

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
精
製

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
１
月
に
は
、

竹
田
市
消
防
特
別
点
検
（
出

初
式
）
が
開
催
さ
れ
る
等
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が

本
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
来
年

度
は
大
分
国
体
成
年
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
も
あ
り

ま
す
。
気
持
ち
よ
く
お
迎
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　 （
工
藤
　
賢
明
）

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
し
て
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㉙

ちょっと
　よりみち

「トレンドと工業そして伝統の街に」

　
碧へ

き
う
ん雲

寺じ

（
城
北
町
）
の
境
内

に
里
見
雄
二
氏
の
胸
像
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
氏
の
胸
像
が
あ

る
の
は
里
見
家
が
代
々
藩
主
に

仕
え
た
こ
と
や
、
終
生
変
わ
ら

ず
に
持
た
れ
た
深
い
望
郷
の
思

い
か
ら
で
す
。

　
財
団
法
人
里
見
奨
学
会
の

設
立
者
・
里
見
雄
二
氏
は
明
治

23
年
下
木
に
生
れ
ま
し
た
。
竹

田
中
学
か
ら
熊
本
五
高
、
東

京
帝
国
大
へ
と
進
学
、
卒
業
後

は
早
稲
田
大
助
教
授
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
実
業
界
へ
と

転
進
。
ド
イ
ツ
駐
在
も
経
験
の

後
、
日
本
パ
ー
カ
ー
ラ
イ
ジ
ン

グ
株
式
会
社
の
創
業
に
参
画
し

て
昭
和
16
年
、
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
。
限
り
あ
る
金
属
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
と
い
う

理
念
の
下
に
、
表
面
処
理
事
業

の
拡
大
発
展
に
専
念
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
グ
ル
ー
プ
企
業
は
総

売
上
げ
１
、９
０
０
億
円
、
国
内

３
、０
０
０
人
、海
外
２
、０
０
０

里見奨学会を設立した　里
さと

見
み

雄
ゆう

二
じ

人
の
社
員
を
有
す
る
業
界
最
大

手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
里
見
雄
二
氏
は
苦
学
の
時
期

に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
頂

い
た
郷
土
の
先
輩
へ
の
報
恩
の

念
や
み
難
く
、〝
郷
土
の
人
材
育

成
と
教
育
振
興
に
貢
献
で
き
れ

ば
〞
と
の
思
い
か
ら
私
財
を
投

じ
、
昭
和
31
年
に
財
団
法
人
里

見
奨
学
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
後
復

興
の
中
に
あ
っ
て
資
源
の
乏
し

い
日
本
は
技
術
立
国
が
不
可
欠

と
の
氏
の
思
い
に
添
い
、
経
済

的
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な
が

ら
成
績
優
秀
で
技
術
系
大
学
へ

進
学
を
志
す
学
生
に
奨
学
資
金

を
交
付
し
、
有
用
な
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
50
年
に
は
「
老
人

は
げ
み
の
会
」を
設
立
、郷
土
の

高
齢
者
の
方
々
に
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と

し
て
老
人
福
祉
事
業
も
併
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、氏
の
功

績
を
称
え
、
昭
和
55
年
、
勲
三

等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

参
考
文
献
『
豊
後
里
見
氏
の
歩
み
』（
編
著
　後
藤
重
巳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　（
井
上

　
隆
）

　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
一
番
の

目
抜
き
通
り
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ア
レ

ー
通
称
「
ケ
ー
通
り
」
を
散
策
し

た
。
こ
こ
は
、
ド
イ
ツ
一
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
街
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ

デ
ザ
イ
ナ
ー
店
が
軒
を
並
べ
、
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
優
雅
に
飾
ら

れ
て
い
る
。
幾
つ
も
の
細
い
脇
道

に
は
、
古
く
か
ら
あ
る
教
会
や
ビ

ー
ル
醸
造
所
が
建
ち
並
び
、
古
き

良
き
時
代
を
思
わ
せ
る
。

　
流
行
と
伝
統
が
共
存
す
る
美
し

い
街
は
、
工
業
地
帯
の
中
核
都
市

で
も
あ
り
、
海
外
企
業
の
進
出
も

多
く
人
口
の
16
％
が
外
国
人
。
新

旧
は
も
ち
ろ
ん
異
国
の
も
の
ま
で

も
共
鳴
し
共
存
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
旅
人
の
私
で
さ
え
住
人
面

第29回

「トレンドと工業そして伝統の街に」

で
笑
顔
を
交
わ
す
こ
と
が
許
さ
れ

る
。
聴
き
な
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

が
真
新
し
い
旋
律
に
感
じ
て
し
ま

う
の
は
、
こ
の
町
が
そ
う
聞
か
せ

る
の
か
？

　
音
楽
と
い
う
も
の
は
、
伝
統
や

歴
史
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
だ
け

で
な
く
、
共
に
生
き
成
長
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
私
た
ち
の
音

楽
は
？
再
演
の
こ
の
町
に
、
今
で

も
斬
新
に
そ
し
て
、
し
っ
く
り
と

馴
染
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
？
伝

統
楽
器
を
奏
で
な
が
ら
新
し
い
ス

タ
イ
ル
を
追
い
か
け
る
私
に
と
っ

て
、
こ
の
街
の
営
み
は
、
大
き
な

ヒ
ン
ト
を
私
に
問
い
か
け
て
く
れ

た
。

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
　
佐
藤
和
哉
）

里見雄二氏胸像

　
今
年
は
雪
の
元
旦
と
な
り
ま
し

た
。
赤
川
に
あ
る
赤
川
荘
で
は
積

雪
が
30
㌢
を
越
え
た
そ
う
で
す
。

　
赤
川
荘
に
向
か
う
道
路
脇
に
は

美
し
い
氷
柱
が
並
ん
で
い
ま
す
。

中
に
は
２
㍍
を
超
え
る
も
の
も
。

　
こ
れ
は
、
散
水
し
た
水
が
木
に

付
き
、
凍
っ
た
も
の
で
、
冬
の
気

温
が
氷
点
下
に
な
る
夜
の
翌
日
に

は
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
足
元
に
気
を
つ
け

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



広報たけた 平成20年2月号 12

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

竹田市実行委員会公式ホームページ　http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/kokutai/

競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと239日

　
細
か
い
所
ま
で
一
つ
一
つ
丁

寧
に
毛
糸
で
編
み
込
ま
れ
た
「
め

じ
ろ
ん
人
形
」
を
手
に
し
て
い

る
小
出
さ
ん
は
、
子
ど
も
８
人
、

孫
19
人
、
玄や

し
ゃ
ご孫
も
１
人
い
る
大

正
元
年
生
ま
れ
の
95
歳
。
手
芸

等
の
手
作
業
が
大
好
き
で
、
毎

月
届
く
手
芸
の
本
を
見
て
は
い

ろ
い
ろ
な
作
品
を
つ
く
る
そ
う

で
す
。

　
め
じ
ろ
ん
人
形
を
作
り
始
め
た

の
は
去
年
の
暮
れ
。
市
内
の
至
る

所
で
め
じ
ろ
ん
が
登
場
し
て
い
る

の
を
見
て
「
人
形
を
作
っ
て
み
よ

う
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ

そ
う
で
す
。
手
芸
店
に
行
っ
て
作

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
見
本
を

見
な
が
ら
「
ど
う
や
っ
た
ら
め
じ

ろ
ん
ら
し
く
な
る
か
な
」
と
体
の

作
り
や
し
っ
ぽ
の
形

な
ど
を
研
究
し
て

い
き
ま
し
た
。
特
に

お
腹
の
部
分
の
縫
い

合
わ
せ
が
難
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
普
段
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し

た
り
詩
吟
を
教
え

た
り
と
と
て
も
活

動
的
な
小
出
さ
ん
。

友
人
達
と
活
動
し

た
り
し
て
、
く
よ
く

よ
考
え
込
ま
ず
に

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
健
康
で
い

ら
れ
る
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

「
た
く
さ
ん
作
っ
て
、友
人
に
も
勧

め
た
い
。
こ
う
い
う
形
で
国
体

を
応
援
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。」

と
小
出
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
元
気

い
っ
ぱ
い
で
す
。

小出　清子さん
（95歳　荻・恵良原）

※
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
も
、
い

　
ろ
い
ろ
な
形
で
国
体
を
応
援

　
し
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
！

　
今
や
、
県
内
の
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「
め
じ
ろ
ん
」。
県
鳥
め
じ
ろ
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
生
ま
れ
、
丸

い
体
と
〝
い
や
し
〞
カ
ラ
ー
の

緑
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
大
人
気
で
す
。

　
め
じ
ろ
ん
人
気
に
欠
か
せ

な
い
の
が
グ
ッ
ズ
。
写
真
は
現

在
国
体
推
進
室
で
取
扱
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
公
式
グ
ッ
ズ

は
全
部
で
19
種
類
あ
り
、
各

店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
公

認
グ
ッ
ズ
に
な
る
と
、
な
ん
と

１
５
１
種
類
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
り
、

め
じ
ろ
ん
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り

と
、
め
じ
ろ
ん
が
大
好
き
な

『
め
じ
ろ
ニ
ス
ト
』
と
呼
ば
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
め
じ
ろ
ん
を

集
め
て『
め
じ
ろ
ニ
ス
ト
』に
！

今
年
の
大
分
は

「
め
じ
ろ
ん
」が
熱
い
！

※
め
じ
ろ
ん
グ
ッ
ズ
は
市

内
の
次
の
場
所
で
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

店
舗
に
よ
っ
て
取
扱
う
商

品
は
異
な
り
ま
す
。

 

・
大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

 

・
岡
城
会
館

 

・
荻
町
商
工
会

 

・
久
住
町
商
工
会

 

・
直
入
町
商
工
会

 

・
豊
後
竹
田
駅（
キ
ヨ
ス
ク
）

 

・
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合

 

・
ロ
ー
ソ
ン

めじろんが行く!!
～めじろんダンスは
　　　　もう覚えた？～

←市デイサービス
　センター交流会

←精神障がい者
　地域交流会

悠々居デイサービス
センター交流事業→

あさひヶ丘保育園
発表会　　　　　→

寧
に
毛
糸
で
編
み
込
ま
れ
た
「
め

孫等
の
手
作
業
が
大
好
き
で
、
毎

所
で
め
じ
ろ
ん
が
登
場
し
て
い
る

う
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ

見
な
が
ら
「
ど
う
や
っ
た
ら
め
じ

私も国体応援します!

http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/kokutai/
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音
楽
の
勉
強
を
は
じ
め
る
き
っ
か

け
を
作
っ
た
の
が
大
分
国
体
で
し

た
。
当
時
中
学
３
年
生
だ
っ
た
私

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
閉

会
式
の
演
奏
を
担
当
し
ま
し
た
。

竹
田
中
・
竹
田
高
の
吹
奏
楽
部
に

よ
る
合
同
編
成
で
し
た
が
、
毎
日

練
習
で
、
別
府
自
衛
隊
の
音
楽

隊
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、
合

宿
も
あ
り
ま
し
た
。
担
当
だ
っ
た

薮
亀
先
生
の
指
導
が
熱
心
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
音
楽
の
楽
し
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
国
体
が
き
っ

か
け
で
音
楽
の
道
に
進
ん
だ
仲
間

が
何
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時

は
、
何
を
す
る
に
し
て
も
み
ん
な

で
活
動
し
、
元
気
を
だ
そ
う
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
の
が
、
国

体
の
た
め
に
新
し
く
購
入
し
た
ス
ー

ザ
フ
ォ
ン
が
学
校
に
来
た
と
き
で
す

ね
。
真
新
し
さ
と
そ
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

国
体
は
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
良
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
取

り
組
む
こ
と
で
市
全
体
が
元
気
に
な

り
、
地
域
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

き
っ
か
け
は
国
体
か
ら

み
ん
な
で
国
体
を
支
え
る

国
体
と
い
え
ば
、
開
閉
会
式
の
演

奏
と
い
う
重
要
な
担
当
を
任
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
私
は
、
先
催
県
を
視
察

し
た
り
、
大
学
時
代
の
恩
師
に
何
度

も
指
導
を
受
け
に
行
っ
た
り
、
国
体

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
で
一

生
懸
命
で
し
た
。
生
徒
達
は
毎

日
怒
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
閉
会
式
前
の
決
勝
戦
は
、

決
着
が
つ
か
ず
に
翌
日
再
試
合

と
な
り
ま
し
た
が
、
試
合
が
終

わ
る
ま
で
生
徒
達
は
、
い
つ
で
も

演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
緊
張
感

を
持
続
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
閉
会
式
で
は
見
事
に
演

奏
を
し
、
大
会
に
華
を
添
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
何

度
も
練
習
を
繰
り
返
し
、
苦
労

を
乗
り
越
え
て
き
た
生
徒
達
の

中
で
生
ま
れ
た
自
信
が
そ
う
さ

せ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
成
功

の
陰
に
は
多
く
の
人
の
支
え
や

協
力
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は「
お

も
て
な
し
を
し
よ
う
」「
国
体
を

成
功
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
気
持

ち
が
多
く
の
人
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
も
こ
の
気
持
ち
を

竹
田
は
も
ち
ろ
ん
大
分
県
全
体
で
持

ち
、
そ
の
雰
囲
気
の
中
か
ら
『
竹
田

市
ら
し
い
お
も
て
な
し
』
が
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
。

写
真
の
最
後
方
中
央
に
い
る
生
徒
が
持
っ
て

い
る
楽
器
が
ス
ー
ザ
フ
ォ
ン
で
す
。
大
き
な

朝
顔
（
ベ
ル
）
か
ら
響
き
渡
る
低
音
は
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

田部　朋二さん
（久住中学校校長）

薮亀　英夫さん
（竹田・下坂田）

  

と
み
ぃ
の
部
屋

　

新
年
早
々
、
ド
キ
ド
キ
し
た
箱
根

駅
伝
。
今
大
会
は
竹
田
高
校
出
身
の

田
部
貴
之
、
渡
部
政
彦
両
選
手
が
出

場
し
、
箱
根
路
を
走
り
ま
し
た
。
最

後
ま
で
走
り
抜
い
た
姿
は
と
て
も
格

好
よ
か
っ
た
で
す
。
今
や
お
正
月
に

欠
か
せ
な
い
大
会
と
な
っ
た
箱
根
駅

伝
。
母
校
の
タ
ス
キ
を
最
後
ま
で
つ

な
ぐ
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
身
体

能
力
や
精
神
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等

が
う
ま
く
噛
み
合
っ
て
成
り
立
つ
も

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
持
っ
て
生
ま
れ

た
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で

た
ど
り
着
く
ま
で
に
あ
っ
た
苦
労
や

試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
、
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
き
た
こ
と

が
良
い
結
果
に
な
っ
て
表
れ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
地
元
の
選

手
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
い
ろ
い
ろ

な
形
で
見
る
の
は
と
て
も
励
み
に
な

り
ま
す
ね
。　
　
　
　
　

  （
と
み
ぃ
）

おもてなしの心　あなたから　竹田から
～国体に参加しませんか？～

　9月27日から開催される国体。竹田市ではソフトボール・ラグビ
ーフットボール・山岳競技が行われます。大会期間中は数千人の来場
者が予想されるため、多数の補助員が必要となります。大会の成功に
は、市民の皆さんのご協力が必要不可欠です。半世紀に一度のこの大
会、個人・家族、職場等でのご協力を是非お願いします。

  活動内容
  ・総合案内所、各案内所での来場者
  　の誘導
  ・休憩所での接待
  ・大会期間中の記録写真の撮影
  ・駐車場等の誘導
  ・その他

　あなたにもできる活動方法で、大会成功の喜びを一緒に味わいまし
ょう。詳しい内容はお問い合わせください。多くの方の
ご協力をお待ちしております。
●お問い合せ先　国体推進室　☎63-4822
　　　　　　　　E-mail　kokusui@city.taketa.lg.jp
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テープカットをする関係者

佐田マチコさん（12 月 27 日生まれ）

雪の中を元気に歩く参加者 契約書に署名をする３会長

立会人とともに固く手を取り合う

荻
、久
住
、直
入
の
３
商
工
会
が
合
併

　

荻
、
久
住
、
直
入
の
３
商
工
会

が
４
月
１
日
に
合
併
し
、「
九
州

ア
ル
プ
ス
商
工
会
」
を
設
立
す
る
、

合
併
契
約
書
の
調
印
式
が
、
12
月

20
日
㈭
に
久
住
町
商
工
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
は
本
所

を
久
住
、
支
所
を
荻
、
直
入
に
置

き
、
会
員
数
は
３
０
０
人
を
越
え

る
見
込
み
で
す
。

雪
に
も
負
け
ず　
荻
歩
こ
う
会

　

雪
と
な
っ
た
元
旦
、
約
60
名
が

参
加
し
、
２
０
０
８
年
荻
新
春
歩

こ
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
雪
が
降
る
中
、
荻

中
央
公
民
館
か
ら
高
鼻
公
園
ま
で

の
約
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
荻

教
育
課
の
方
が
用
意
し
た
豚
汁
を

食
べ
、
温
ま
り
ま
し
た
。

挟
田
地
区
農
免
農
道
が
開
通

　

挟
田
地
区
農
免
農
道
（
国
道
57

号
〜
市
道
川
下
・
挟
田
線
区
間
）

が
開
通
し
、
12
月
19
日
㈬
、
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
国
道
57
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の
ほ
か
、
農
業
振
興
、
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
竹
田
市

消
防
特
別
点
検
が
、

１
月
10
日
㈭
、
荻
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
消
防
署

員
、
竹
田
市
消
防

団
員
合
わ
せ
て
約

４
８
０
名
が
参
加
し
、
人
員
服
装
点

検
や
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
荻

方
面
隊
に
よ
る
訓
練
点
検
や
放
水
点

検
に
、
会
場
を
訪
れ
た
観
衆
は
大
き

な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
永

年
消
防
活
動
に
従
事
さ
れ
た
等
、
功

労
が
あ
っ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
は
、
昨
年
は
火
災
が
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
は
地
域
に

根
ざ
し
、
各
戸
ま
で
行
き
届
い
た
ち

密
な
防
火
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。マスターキーを受け取る佐々木分署長

高
規
格
救
急
車　
配
車
式

　

12
月
28
日
㈮
、
竹
田
市
消
防
署

で
新
し
く
久
住
分
署
に
配
置
さ
れ

る
高
規
格
救
急
車
の
配
車
式
が
行

わ
れ
、
市
長
か
ら
佐
々
木
久
住
分

署
長
に
マ
ス
タ
ー
キ
ー
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
国
体
を
前
に
、
市
内

全
域
を
高
規
格
救
急
車
で
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 放水点検人員服装点検

河野キクさん（11 月 14 日生まれ）
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まちの話題

お
正
月
に
は
た
こ
あ
げ
て

　

１
月
６
日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
新

春
た
こ
あ
げ
大
会
が
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
や
親
子
等
約
60
名
が
参

加
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

員
の
指
導
の
も
と
、
自
分
た
ち
で

ビ
ニ
ー
ル
製
の
た
こ
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
風
が
弱
く
、
子
ど

も
た
ち
は
一
生
懸
命
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。

一生懸命走る子どもたち

会場に詰めかけた新成人

ブルーベリーについて説明する加口さん

新開発された竹田そば

市長に答申を伝える首藤会長

風
味
、香
り
豊
か
な﹁
竹
田
そ
ば
﹂

　

九
重
野
地
区
担
い
手
育
成
推
進

協
議
会
で
は
、
地
元
で
収
穫
さ
れ

た
そ
ば
を
使
っ
た
「
竹
田
そ
ば
」

を
新
開
発
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
の
割
合
を
３
割
か
ら
５

割
に
増
や
し
、
風
味
や
香
り
が
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

☎
67‒

２
１
２
４
（
安
達
）

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
新
し
い
特
産
品
に

　

白
丹
地
区
巣
原
で
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
加

口
一
男
さ
ん
（「
オ
ゾ
ン
花
里
夢
」

代
表
）
が
、
自
ら
考
案
し
た
ソ
ー

ス
や
ケ
ー
キ
等
の
試
食
会
を
開
き

ま
し
た
。
里
芋
を
使
っ
た
珍
し
い

商
品
も
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
を
続

け
て
い
く
そ
う
で
す
。

農
政
審
議
会
答
申

　

農
政
審
議
会
首
藤
和
義
会
長

が
、
市
が
諮
問
し
た
米
の
計
画
的

な
作
付
と
生
産
調
整
の
達
成
に
つ

い
て
、
集
落
内
で
進
め
、
効
率
的

な
配
分
を
行
う
こ
と
と
お
い
し
い

米
作
り
と
転
作
作
物
の
定
着
化
を

図
る
こ
と
を
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。

３
１
８
名
の
新
成
人　

気
持
ち
新
た
に

誓いを述べる吹田さん

　

平
成
19
年
度
竹
田
市
成
人
式

が
、
１
月
13
日
㈰
、
竹
田
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
は
３
１
８
名
が
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

２
０
０
人
の
新
成
人
が
集
ま
り
、

代
表
の
岩
屋
将
貴
さ
ん
と
林
香
央

里
さ
ん
に
市
長
か
ら
成
人
証
書
が

手
渡
さ
れ
、
菅
竜
介
さ
ん
に
教
育

委
員
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

吹
田
仁
美
さ
ん
が
「
様
々
な
試
練

や
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
大
切
な

こ
と
を
学
ん
で
い
き
な
が
ら
自

立
し
た
大
人
に
成
長
し
て
い
き
た

い
。」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

一
年
の
無
病
息
災
を
願
う

　

宮
城
地
区
炭
竈
に
あ
る
彦
山
神

社
で
は
、
毎
年
１
月
14
日
に
今
で

は
珍
し
く
な
っ
た
「
ど
ん
ど
焼
き
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
積
ま
れ
た
竹
と
と
も

に
正
月
の
し
め
飾
り
等
を
燃
や
し

ま
し
た
。
そ
の
お
き
火
で
焼
い
た

お
餅
を
食
べ
る
と
一
年
健
康
で
過

ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高く燃え上がる炎

持ち寄った網でお餅を焼く
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

保健だより

＋

生
活
習
慣
改
善
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う
！

健康づくり教室 メタボリック撃退編

腹部肥満（内臓のまわりに脂肪がたまる）
腹囲（おへその高さ）：男性 85㎝、女性 90㎝以上

血清脂質
中性脂肪
150 ㎎ /dl 以上
または
HDLコレステロール
40㎎ /dl 未満

血　圧
最高血圧
130 ㎜ Hg 以上
または
最低血圧
85㎜ Hg以上

血糖値
空腹時
110 ㎎ /dl 以上

動脈硬化を促進

心臓病・脳卒中・その他の動脈硬化性疾患

  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム  

　

と
は
？

　

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
・
糖
尿

病
等
の
生
活
習
慣
病
は
、
単
独
で

は
な
く
互
い
に
関
連
し
て
発
症
し
、

さ
ら
に
軽
度
の
段
階
で
も
生
活
習

慣
病
の
危
険
因
子
が
重
な
る
と
動

脈
硬
化
が
急
速
に
進
行
し
、
そ
の

状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、命
に
係
わ

る
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
等
を
発
症

す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
大
き
な
要
因
が
、
お
腹
の

中
に
つ
く
脂
肪
（
内
臓
脂
肪
）
の

蓄
積
に
あ
る
こ
と
が
近
年
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
臓
脂
肪
型
肥

満
を
基
盤
に
、「
高
血
圧
・
脂
質

異
常
・
高
血
糖
」
が
重
複
し
て
い

る
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」

と
い
い
ま
す
。

  

内
臓
脂
肪
の
増
え
過
ぎ
は
、

  

な
ぜ
悪
い
？

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
過
ぎ
る
と
、

中
性
脂
肪
が
増
加
し
た
り
、
血
糖

を
有
効
に
活
用
さ
せ
る
イ
ン
ス
リ

ン
の
働
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
脂
肪
細
胞
か
ら
出
る
身
体
に

よ
い
作
用
を
す
る
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
悪
く
な
り
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
ま
す
。
気
づ
い
た
時
か
ら
ぜ

ひ
予
防
を
！

  

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

  

メ
タ
ボ
予
防

身
体
を
動
か
し
予
防

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
有
酸
素
運

動
が
効
果
的
で
す
が
、
時
間
が
と

れ
な
い
時
は
少
し
だ
け
で
も
体
操

等
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し

ょ
う
。

食
習
慣
の
改
善
で
予
防

　

食
事
は
腹
八
分
・
よ
く
噛
ん
で

早
食
い
ド
カ
食
い
に
注
意
。
脂
肪

分
や
間
食
を
減
ら
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
適
量
に
。

 

平
成　
年
４
月
か
ら

 

健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
ご
自
分
が

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
指

定
す
る
健
診
機
関
等
で
健
康
診
査

を
受
診
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

者
と
し
て
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
健
診
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

40
〜
74
歳
の
方
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

健
診
（
新
た
に
腹
囲
測
定
が
加
わ

り
ま
す
）
お
よ
び
保
健
指
導
が
始

ま
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
各
医
療
保
険

者
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

20
腹部肥満に加えて、血清脂質・血圧・血糖値のうち

2つ以上があてはまると
メタボリックシンドローム

メタボリックシンドロームかチェックしてみよう!

精神保健家族学習会
参加希望の方は、電話でお申し込みください。
※病院・施設等を通じて申し込まれても結構です。
　日時　2月13日㈬　15:00～16:30（受付14:30～）
　場所　竹田保健所 2階会議室
　内容　講話「統合失調症・うつ病についての基本
　　　　　　　的な考え方と家族の対応」
　　　　講師　久留米大学医学部精神神経科学教室
　　　　　　　助教　丸　岡　隆　之　先生
●お問い合せ・申込み
　竹田保健所地域保健課　村上　☎ 63-2187
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今月の食育レシピ

  米……………２合
  サフラン…ひとつまみ
牛挽肉……… 60ｇ
玉ネギ………100ｇ
人参………… 20ｇ
大根…………120ｇ
ピーマン…… 20ｇ
バター……小さじ1
カレー粉…小さじ1/3
小麦粉…… 小さじ2
ゆで大豆…… 60ｇ

〈作り方〉
１．サフランはぬるま湯で戻
　し、洗った米とともに炊き
　上げる。
２．野菜はすべてみじん切り
　にする。
３．フライパンにバターを溶
　かし、玉ネギを透き通るま
　で炒め、牛挽肉も加えて炒
　める。
４．ピーマン以外の野菜類も
　加えて炒め、カレー粉と小
　麦粉をふり入れて炒め合わ
　せ、水１カップを加える。
５．煮立ったらゆで大豆も入
　れ、調味料を加える。
６．ほぼ水分がなくなったら
　できあがり。
７．サフランライスを型抜き
　して皿に盛り、ドライカレ
　ーをかける。

 今月の食材　 サフラン　主に地中海沿岸地方で栽培が盛んで、4,000 年ほど前から
栽培されています。日本へは江戸時代に花を乾燥したものと雌しべが薬品として伝わり、最
初に正しく紹介したのは平賀源内とされています。甘い香りのする薄紫色の花を咲かせるサ
フラン。雌しべを乾燥させて出荷されますが、竹田市は昭和40年代に生産量が日本一となり、
現在では国内生産量のほとんどを占めています。竹田産は、生産量が 60 ㎏程度と世界全体
から見るとわずかな量ですが、品質が高く、世界の中でも極めて希少で価値の高いサフラン
といえます。様々な薬効が認められ、サフランライス、サフランティーのほか、スペイン料
理のパエリアには欠かせない材料として世界中の人に愛されています。
　『子ども向けにあまり辛くないので、お好みでカレー粉を足してくださいね』

きざみ野菜のドライカレーとサフランライス

砂糖……………少々
しょうゆ
　………小さじ1/2
酢………小さじ1/2
コンソメの素
　…………大さじ1
カレールー…  25ｇ
ケチャップ…  少々
ウスターソース　
　……………  少々

〈材料〉４人分

　

２
月
18
日
㈪
か
ら
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
保

険
制
度
に
関
係
す
る
医
療
費
控
除

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

医
療
費
控
除
と
は

　

所
得
税
や
住
民
税
の
納
税
義
務

者
が
、
本
人
お
よ
び
生
計
を
共
に

し
て
い
る
家
族
の
病
気
や
ケ
ガ
等

に
よ
り
、
所
得
額
の
一
定
割
合
以

上
の
医
療
費
等
を
支
払
っ
た
場
合

に
、
そ
の
額
を
所
得
か
ら
差
し
引

く
税
法
上
の
制
度
の
こ
と
で
す
。

 

申
告
の
対
象
者
は

　

所
得
額
お
よ
び
平
成
19
年
中
に

支
払
っ
た
医
療
費
等
が
、
一
定
の

基
準
水
準
を
満
た
す
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

 

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
医
療
費
控
除
と
な
る
対
象

や
条
件
が
異
な
り
ま
す
。（
下
表
）

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
介
護
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
、
福
祉
用
具

貸
与
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
申
告
に
際
し
て
は
領
収
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。

 

介
護
保
険
に
関
す
る
他
の
控
除

　

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
の
お
む
つ
代
も
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
初
め

て
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
と
領
収
証
が
申
告
に
必

要
で
す
。
２
年
目
以
降
に
こ
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
要
介
護
認

定
に
お
け
る
「
主
治
医
意
見
書
」

等
で
、
寝
た
き
り
で
あ
る
こ
と
等

の
内
容
確
認
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

を
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ 

・
介
護
保
険
料
・
医
療
費
控
除
等

　

に
つ
い
て

　

税
務
課
課
税
係　

☎
63‒

４
８
０
３

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

☎
63‒

４
８
０
９

施　　　設
サ ー ビ ス

介護老人福祉施設 食費および居住費を含めた自己負担分の 2 分の 1
介護老人保健施設　介護療養型医療施設 食費および居住費を含めた自己負担分全額

医療系在宅
サ ー ビ ス

訪問介護　訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導　通所リハビリテーション
短期入所療養介護

自己負担した全額が対象
　※短期入所療養介護については、食費および居住費の自己
　　負担分も含みます。

福祉系在宅
サ ー ビ ス

訪問介護（生活援助中心型を除く）
訪問入浴介護
通所介護
小規模多機能型居宅介護
短期入所生活介護

ケアプランに基づく利用で、医療系在宅サービスまたは老人
保健・医療保険の訪問看護と併せての利用である場合、自己
負担した全額が対象
　※短期入所生活介護については、食費および居住費の自己
　　負担も含みます。　

医療費控除の対象となる介護保険サービス



広報たけた 平成20年2月号 18

みんなの
　　ひろば

講演をする定さん

いちごを受け取る園児

 

土
い
じ
り
、草
取
り
、竹
ぼ
う
き
を

 

手
に
心
身
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
真
言
宗

願
成
院
（
愛
染
堂
）
の
横
に
あ
る

菖
蒲
園
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

国
重
文
愛
染
堂
保
存
会
で
は
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
月
一
回
の
定

期
市
「
八
幡
山
楽
市
楽
座
」
が
開

催
さ
れ
る
毎
月
第
２
金
曜
日
の
朝

８
時
か
ら
菖
蒲
園
の
手
入
れ
（
除

草
等
）
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

　

国
重
文
愛
染
堂
保
存
会
事
務
局

　

☎
63‒

２
０
０
２
（
都
築
）

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
栄
養

　

学
校
法
人
稲
葉
学
園
が
開
催
す

る
市
民
公
開
講
演
会
が
12
月
22
日

㈯
に
竹
田
南
高
校
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
分
子

栄
養
医
学
健
康
指
導
士
、
血
液
栄

養
診
断
士
で
栄
養
療
法
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
定
真
理
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

栄
養
の
関
わ
り
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
子
を
も
つ
親
や
教
職

員
等
約
80
名
が
詰
め
か
け
、
生
活

習
慣
病
や
キ
レ
や
す
い
等
の
問
題

と
食
生
活
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
、
食
事
や
生
活
習
慣
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て
熱
心
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、

実
際
に
調
理
さ
れ
た
料
理
を
味
わ

う
昼
食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
竹
田

　
　

い
ち
ご
農
園
オ
ー
プ
ン

　

道
の
駅
竹
田
の
い
ち
ご
農
園
が

12
月
24
日
㈪
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
大
き
く
歯
応
え
の
あ
る
新
品

種「
紅
ほ
っ
ぺ
」も
増
え
、
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

農
園
で
は
毎
年
オ
ー
プ
ン
に
先

立
ち
、
い
ち
ご
狩
り
に
市
内
の
小

学
生
等
を
農
園
に
招
待
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
竹
田
保
育
所
の
園

児
た
ち
に
真
っ
赤
に
熟
し
た
い
ち

ご
４
箱
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
狩
り
は
５
月
ま
で
可
能

で
、
時
間
は
10
時
か
ら
16
時
ま
で

で
す
。
期
間
中
は
生
育
状
況
等
に

よ
り
休
園
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
来
園
す
る
際
は
事
前
に
電

話
（
☎
66‒

３
０
０
３
）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

大
野
川
を
知
り
、守
り
、親
し
む

　

12
月
22
日
㈯
、
大
野
川
を
知
り
、

守
り
、親
し
み
、川
と
の
関
わ
り
を

考
え
る
大
野
川
流
域
懇
談
会
が
荻

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
野
川
流
域
の
竹
田
市
、
豊
後

大
野
市
、
大
分
市
か
ら
環
境
保
全

活
動
や
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
１
０
０
名
を
越
え
る
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

防
災
を
テ
ー
マ
に
大
野
川
の
気

象
や
こ
れ
ま
で
の
水
害
、
防
災
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
源
流

域
の
活
動
に
つ
い
て
、
市
内
で
活

動
す
る
５
団
体
の
代
表
が
参
加
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
川

を
守
る
活
動
等
を
報
告
、
中
流
・

下
流
域
で
活
動
す
る
団
体
と
の
意

見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

活動報告をするパネラー

絵本を朗読するビナードさん

詩
の
は
な
し
・
絵
本
の
は
な
し

　

市
立
図
書
館
が
行
っ
て
い
る
お

は
な
し
ル
ー
ム
の
公
開
講
座
「
詩

の
は
な
し
・
絵
本
の
は
な
し
」
が
、

詩
人
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ

ん
を
招
き
、
１
月
23
日
㈬
に
但
馬

屋
新
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
米
国
ミ
シ
ガ

ン
州
生
ま
れ
で
、
詩
人
、
絵
本
作

家
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
大

学
時
代
に
日
本
語
に
出
会
い
、
そ

の
音
や
独
特
の
表
現
に
魅
せ
ら
れ

来
日
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
日
本
と
外
国
の
視

点
、
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
表
現

方
法
の
相
違
点
や
少
な
い
言
葉
で

読
者
に
多
く
の
こ
と
を
想
像
、
感

じ
さ
せ
る
詩
的
表
現
に
つ
い
て
、

訪
れ
た
約
50
人
に
わ
か
り
や
す
く
、

楽
し
く
語
り
ま
し
た
。
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図書館
から

お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

12

編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

2月の

〔一般の本〕
・お家さん（上・下巻）　　　　　　　  玉岡　かおる
・黒髪　　　　　　　　　　　　　　　   谷村　志穂
・魔物（上・下巻）　　　　　　　　　　 大沢　在昌
・歳三往きてまた　　　　　　　　　　   秋山　香乃
〔子どもの本〕
・ときそば（落語絵本）　　　　　　　　　 川端　誠
・かいけつゾロリのやるぜ！ダイエット大さくせん　 原　ゆたか
・マリと子犬の物語　　　　　　   ひろはた　えりこ
・うめぼし　　　　　　　　　　　　　   山本　義明
　　　　　　　　　     ほか 37冊ほど購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館日
は、4日㈪・11日㈪・18日㈪・
22日㈮・25日㈪
※ 3月3日㈪～
7日㈮は蔵書点
検のため休館し
ます。

「おはなし広場」
日時　2月 13日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「泣き虫ハアちゃん」　
　　　　　　　　　  河合隼雄　新潮社

　兵庫県丹波篠山を舞台
に少年時代をイメージし
て書かれたフィクション。
臨床心理学者河合隼雄さ
んの遺作。こころが温か
くなる物語です。

「つばき」　
　　　　　　　  矢間芳子　福音館書店

　２月ごろに咲き始める
つばきの花のえほんで
す。つばきの花やはっぱ
でいろんな遊びができる
のを知っていますか？ た
ねで笛もできるんだって！

「おはなしルーム」
日時　2月 13日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

竹田市の人口
（平成 19年 12月 31 日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,651 人　 （－ 66人）
　男性　12,440 人　 （－ 37人）
　女性　14,211 人　 （－ 29人）
世帯数　10,668 世帯（－19世帯）

住民基本台帳登録人数

「読み聞かせ講演会」
内容：乳幼児を対象とした読み聞かせのポイント、本の選定等について
日時：2月7日㈭　10:00 ～10:40　場所：竹田っ子すこやか広場（南部幼稚園横）
講師：齋藤由美子さん（子どもと本の部屋「エルマー」代表）

「ブックスタート」
日時　2月 20日㈬
　　　10：30～
場所　竹田市総合社会福祉センター

「おはなしのへや」
日時　毎週火曜日　　
　　　10:30 ～ 11:00
場所　市立図書館「おはなしのへや」

　　　　　　

　
雪
の
元
旦
か
ら
早
い
も
の
で
も

う
１
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
広
報

の
発
行
日
が
近
づ
く
と
、
相
変
わ

ら
ず
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◇
竹
田
市
で
も
昨
年
度
か
ら
成
人

式
が
冬
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

華
や
か
な
着
物
姿
も
成
人
式
の
風

景
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

成
人
た
ち
の
自
信
や
希
望
に
満
ち

た
表
情
は
輝
い
て
見
え
、
う
ら
や

ま
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

つ
い
こ
の
前
だ
と
思
っ
て
い
た
20

歳
の
頃
が
、
も
う
随
分
前
の
こ
と

だ
と
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

で
す
。
◇
「
２
月
は
逃
げ
る
、
３

月
は
去
る
」
と
も
言
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
バ
タ
バ
タ
し
な
い
よ
う
に

何
事
も
早
め
の
ご
準
備
を
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
出
）



こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

郷土の植物
阿孫　久見

広報たけた

も く じ

平成19年
2月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平
成
20
年
３
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

N
o.35 　平

成
20
年
2
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

第35回

　

山
地
の
落
葉
林
内
や
尾
根
沿

い
に
生
育
す
る
高
さ
５
㍍
ほ
ど
の

落
葉
小
高
木
で
す
。
樹
皮
は
灰
白

色
で
す
。
ま
だ
冬
枯
れ
の
早
春
の

山
で
一
番
に
春
を
告
げ
る
植
物
で
、

陽
光
に
輝
く
黄
色
い
花
を
目
に
す

る
と
春
を
実
感
し
ま
す
。

　

互
生
で
菱ひ

し
が
た形

状じ
ょ
う

円
形
の
葉
は

基
部
が
左
右
不
ぞ
ろ
い
で
、
ふ
ち

は
波
状
に
な
っ
た
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
ま

す
。
葉
の
側そ

く
み
ゃ
く脈

は
間か

ん
か
く隔

が
広
く
、

平へ
い

行こ
う

状
に
並
び
、
両
面
に
初
め

星せ
い
じ
ょ
う
も
う

状
毛
（
１
か
所
か
ら
放

ほ
う
し
ゃ
じ
ょ
う

射
状
に

枝
を
分
け
た
毛
）が
あ
り
ま
す
が
、

古
く
な
る
と
脈

み
ゃ
く
え
き腋だ
け
褐

か
っ
し
ょ
く色の
毛

が
残
り
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
10

㌢
、
幅
が
７
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

早
春
の
頃
、
葉
に
先
立
っ
て
径

３
㌢
ほ
ど
の
黄
色
い
ユ
ニ
ー
ク
な

線せ
ん
け
い形
の
折
れ
曲
が
っ
た
４
個
の
花

弁
を
つ
け
た
花
を
枝
い
っ
ぱ
い
に

咲
か
せ
ま
す
。
が
く
片へ

ん

は
刀
の
つ

ば
に
似
て
楕だ

円え
ん
け
い形
で
４
裂
し
暗あ

ん

紫し

色し
ょ
く。

花
と
交
互
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
枝
い
っ
ぱ
い
に

花
を
咲
か
せ
る
の
で
満ま

ん
さ
く作
と
か
、

「
ま
ず
咲
く
」
が
な
ま
っ
た
と
か

諸
説
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
・
祖
母

山
系
で
山さ

ん
ろ
く麓
か
ら
尾
根
筋
ま
で

多
く
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は

３
月
か
ら
４
月
で
す
。

マンサク（マンサク科）

2
住
民
税
（
市
県
民
税
）
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
19
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
／
食
育

ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦
／
知
っ
て
く
だ
さ
い
「
高

齢
者
虐
待
」
の
こ
と
／
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ̶

成
人
識
別
カ
ー
ド̶

ま
ち
の
話
題
／
竹
田
市
消
防
特
別
点
検
／
荻
新
春
歩
こ
う
会
／
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
／
成
人
式

ダム湖面から立ち昇る
霧。朝方の余寒の中、
野鳥は静かに春を待つ。
（写真･デザイン /竹蔵）
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冬
季
所
蔵
作
品
展

「
吉
祥
図
か
ら
み
た
文
人
画
・
南
画
」

３
月
９
日
㈰
ま
で

　

吉
祥
図
を
知
る
こ
と
は
、
文
人
画
の
画
題
を

理
解
す
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。
中
国
等
で
盛

大
に
祝
う
旧
正
月
に
合
わ
せ
て
、
和
漢
の
吉
祥

図
が
描
か
れ
た
文
人
画
・
南
画
を
紹
介
し
ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

第
２
回『
花
わ
ら
び
』型
染
作
品
展

　

２
月
５
日
㈫
ま
で

　

花
鳥
風
月
や
自
然
の
草
花
、
風
景
を
主
体
と

し
た
型
染
教
室
「
花
わ
ら
び
」
の
型
染
作
品
約

60
点
を
展
示
。

岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展

　

２
月
８
日
㈮
〜
３
月
16
日
㈰

　

享
保
雛
・
大
正
雛
・
昭
和
雛
を
展
示
。
合
わ

せ
て
端
午
の
節
句
の
武
者
人
形
も
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌

日
で
す
。

６
日
㈬
、
７
日
㈭
は
展

示
替
え
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

第
10
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

素
朴
な
竹
雛
と
由
緒
あ
る
時
代
雛
が
、
早
春

の
城
下
町
を
彩
り
ま
す
。

期
間　

２
月
８
日
㈮
〜
３
月
17
日
㈪

◇
竹
雛
飾
り

　

会
場　

竹
田
町
商
店
街
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

・
竹
雛
の
作
品
発
表

　

・
岡
藩
竹
人
形
の
復
元

　

・
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
発
表

◇
流
し
雛

　

日
時　

３
月
17
日
㈪　

10
時
〜

　

会
場　

稲
葉
川
河
岸
（
竹
田
橋
下
）

●
お
問
い
合
せ　

　

商
工
観
光
課　
　
　
　

 　

☎
63‒

４
８
０
７

　

竹
田
市
観
光
協
会　
　
　

 

☎
63‒

２
６
３
８

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

☎
63‒

０
５
８
５

 

２
０
０
８
年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

　

新
春
を
飾
る
恒
例
行
事
。
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン

が
熱
唱
し
ま
す
！

日
時　

２
月
10
日
㈰　

 
開
演　

10
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

入
場
料　

無
料

主
催　

竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）　

☎
63‒

２
７
３
４

 

第
２
回
和わ

き気
藹あ

い
お
ん音
コ
ン
サ
ー
ト 

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
竹
田
市
文
化
連

盟
声
楽
部
と
器
楽
部
の
合
同
演
奏
会
「
和
気
藹

音
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
歌
い

ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
24
日
㈰　

 

開
演　

13
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

入
場
料　

無
料 

出
演
団
体　

コ
ー
ル
竹
田
メ
リ
ー
ズ
、
竹
田
マ

　

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
竹
田
混
声
合
唱

　

団
、
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ー
フ
ェ

　

ニ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
、
竹
田
高
等
学
校
器
楽

　

部
、
竹
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
出
演
順
）

主
催　

竹
田
市
文
化
連
盟
声
楽
部
・
器
楽
部 

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）　

☎
63‒

２
７
３
４

 

第
21
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

３
月
２
日
㈰　

受
付　

８
時
〜

　
　
　

開
会
式　
　

９
時
30
分
〜

　
　
　

ス
タ
ー
ト　

10
時
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

※
雨
天
決
行

●
お
問
い
合
せ

　

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
（
生
涯
学
習
課
）
☎
63‒

４
８
１
７　

 

こ
ど
も
茶
道
教
室　
ひ
な
祭
り
茶
会

　

表
千
家
竹
田
教
授
者
会
の
茶
道
教
室
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
発
表
会
「
ひ
な
祭
り
茶
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

会
場
に
は
、木
目
込
立

雛
や
玉
子
人
形
雛
、折
紙

雛
等
手
作
り
の
お
雛
さ

ま
も
展
示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
お
点

前
で
、
一
服
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

日
時　

３
月
２
日
㈰

　
　
　

10
時
〜
14
時

場
所　

旧
竹
田
荘

料
金　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

表
千
家
竹
田
教
授
者
会
事
務
局　

工
藤

　

☎
62‒

３
３
３
６

大正雛



たけたん情報 平成20年2月号 ❷

  

年
　
金

20
歳
に
な
っ
た
ら
、国
民
年
金

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
れ
ば
、
皆
さ
ん
国
民
年
金
の
被
保

険
者
で
す
。
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
し
て
、

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
種
類
は
、
職
業
に
よ
っ
て
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手

続
き
や
保
険
料
の
納
め
方
が
違
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
・
自
営
業
・
学
生
等
）

　
住
所
地
の
市
町
村
役
場

第
２
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

等
で
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
）

　
手
続
き
は
不
要

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　（
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
）
社
会
保
険

　
事
務
所
へ

　
な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
市
民
課
年
金
係

　
☎
63‒

４
８
０
４

　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

生
　
活

危
険
な
名
義
貸
し
に
ご
注
意
！

◇
名
義
貸
し
の
契
約

　「
絶
対
迷
惑
は
か
け
な
い
。」と
言
わ
れ
た
り
、

利
益
に
つ
ら
れ
た
り
し
て
名
前
を
貸
す
契
約
の

こ
と
を
名
義
貸
し
と
い
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
。

　
知
人
に
「
ノ
ル
マ
達
成
の
た
め
に
、
着
物
を

買
っ
た
こ
と
に
し
て
欲
し
い
。
伝
票
処
理
す
る

の
で
迷
惑
は
か
け
な
い
。」
と
頼
ま
れ
、ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
か
ら
の
確
認
電
話
に「
は
い
は
い
。」と
答

え
た
ら
、
数
か
月
後
に
督
促
状
が
届
き
、
驚
い

て
連
絡
し
た
ら
、
販
売
業
者
は
倒
産
し
て
い
た
。

　「
金
融
の
調
査
の
た
め
、
消
費
者
金
融
か
ら

借
り
て
報
告
す
る
と
、
謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

カ
ー
ド
と
お
金
は
当
社
で
預
っ
て
処
理
し
ま
す
。」

と
誘
わ
れ
て
協
力
し
た
ら
、
後
日
、
消
費
者
金

融
業
者
か
ら
返
金
請
求
が
き
た
。

◇
名
義
を
貸
す
責
任

　
知
人
か
ら
「
迷
惑
を
か
け
な
い
。」
と
言
わ

れ
て
も
、契
約
の
相
手
方
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、

消
費
者
金
融
業
者
）
は
、
内
部
事
情
を
知
ら
ず

に
名
義
人
が
支
払
う
と
信
じ
て
取
引
を
す
る
の

で
、
名
義
を
貸
す
こ
と
を
承
諾
し
た
人
は
、
責

任
を
問
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
や
友
人
、
知
人
等
断
り
に
く

い
人
か
ら
頼
ま
れ
て
し
か
た
な
く
承
知
す
る
の

は
危
険
で
す
。
自
分
を
守
る
た
め
に
、
は
っ
き

り
断
る
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　
商
工
観
光
課

　
☎
63‒

４
８
０
７

　
大
分
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

０
９
９
９

  

人
　
権

久
住
地
域
人
権
講
演
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
し
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
理
解
と
認
識
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
、
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
６
日
㈬
　
開
演
　
19
時

場
所
　
久
住
中
央
公
民
館
サ
ン
ホ
ー
ル

講
話
　「
必
要
と
さ
れ
る
よ
ろ
こ
び
」

講
師
　
矢
野
大
和
さ
ん
（
佐
伯
市
出
身
）

●
お
問
い
合
せ
　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
76‒

１
１
１
３

  

案
　
内

平
成
20
年
度
竹
田
市
工
事
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
開
始

　
２
月
か
ら
県
内
建
設
業
者
の
平
成
20
年
度
竹

田
市
工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈮
〜
３
月
７
日
㈮
　
　

　（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
16
時

　（
正
午
〜
13
時
の
間
を
除
く
）

受
付
場
所
　
産
業
建
設
部
工
事
検
査
課
庶
務
係

　（
竹
田
市
役
所
１
階
）

※
郵
送
・
信
書
便
可

　
〒
８
７
８-
８
５
５
５

　
竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０

有
効
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

　
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

提
出
書
類

・
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
大
分
県

様
式
の
市
町
村
提
出
用
）

・
建
設
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
許
可
通
知
書
の

写
し

・
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
及
び
総
合
評

定
値
通
知
書
の
写
し

・
委
任
状
（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

・
市
税
納
税
（
完
納
）
証
明
書
（
市
内
業
者
ま

た
は
市
内
に
営
業
所
が
あ
る
場
合
。
法
人
・
代

表
者
分
全
て
）

　
但
し
、
平
成
20
年
１
月
４
日
以
降
の
証
明
日

に
限
る
。

・
支
店
等
報
告
書
（
市
内
に
支
店
等
を
有
す
る

者
に
限
る
。
任
意
様
式
）

申
請
様
式
　
㈳
大
分
県
建
設
業
協
会
本
部
お
よ

び
各
支
部
で
購
入
可
能
で
す
。ま
た
竹
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

　http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

申
請
方
法
　
郵
送
ま
た
は
信
書
便
で
の
申
請
の

場
合
は
、封
筒
に「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
、
必
要
に
応
じ
て
返

信
用
封
筒（
宛
名
明
記･

切
手
貼
付
）を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。消
印
は
２
月
29
日
㈮
有
効
で
す
。

　
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、紙
フ
ァ
イ
ル
、ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
、ク
リ
ッ
プ
留
め
等
の
手
段
を
問
わ
な
い
。

そ
の
他

　
県
外
建
設
業
者
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
の
追
加
申
請
も
同
様
の
手
続
き
と

な
り
ま
す
。

※
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

●
お
問
い
合
せ
　
工
事
検
査
課
庶
務
係

２
月
の
お
し
ら
せ

２
月
の
お
し
ら
せ

http://www.city.taketa.oita.jp/
http://www.city.taketa.oita.jp/


❸ 2008年2月発行

　
☎
63‒

４
８
３
５

　
℻
63‒

１
１
４
１

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学

用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費
等
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
竹
田
市
に
住
所
を
有
す

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
前
年
度
ま
た
は
当

該
年
度
に
お
い
て
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保

護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、
市
民
税

が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受
け
た
方
、
職
業
が

不
安
定
で
生
活
状
態
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
方

等
で
す
。

　
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
各
小
中
学
校
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
室

　
☎
63‒

４
８
１
６

  

福
　
祉

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し

て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所
管
理
係

　
☎
63‒

４
８
１
１

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

　
☎
０
３‒

５
２
５
３‒

５
１
８
２

  

保
健
衛
生

第
２
回
豊
肥
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
　
２
月
９
日
㈯
　
受
付
　
17
時
30
分
〜

　
　
　（
開
演
　
18
時
）

場
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
講

　
義
、
実
技

対
象
者
　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
監
督
・
コ
ー
チ
、

　
保
護
者
等
（
種
目
不
問
）

参
加
料
　
無
料

※
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水
分

　
補
給
用
）
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
㈳
大
分
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
ス
ポ
ー
ツ
医
学
委

　
員
会
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
　
冨
田

　
☎
64‒
７
７
７
７
（（
医
）
大
久
保
病
院
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前
後
の
方
が
、
自

ら
命
を
断
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
み
や
つ
ら
さ
を

抱
え
て
暮
ら
す
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と

し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

内
容
　
数
名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
体
験
や
気
持
ち

　
の
分
か
ち
合
い
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
15
日
㈮
　
14
時
〜
16
時

場
所
　
大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大

　
分
市
）

参
加
費
　
無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

  

環
境
衛
生

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
類
、
雑
誌
類

等
の
有
毒
物
質
を
含
む
物
を
庭
先
等
で
燃
や
し

て
い
る
方
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
や
会
社
、
ゴ
ミ
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、

野
外
で
の
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
等
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
野
外
焼
却
は
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚
染

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般
家
庭
で
あ

れ
ば
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
、
会
社
で
あ

れ
ば
業
者
へ
委
託
す
る
等
し
て
、
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

※
農
林
業
者
が
作
業
に
伴
っ
て
行
う
燃
焼
行
為

（
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂
、
油
を
含
ま
な
い
も
の
）

や
防
火
訓
練
で
の
燃
焼
行
為
、「
ど
ん
ど
焼
き｣

等
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
環
境
衛
生
課
　
☎
63‒

４
８
２
１

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
使
用
中
は

換
気
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
で
の
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ
ス

瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、
約
20
分
で
致
死

量
の
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

　
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ

る
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



1 ㈮ ・スイートコーン栽培講習会 14:00 ～ 16:00（菅生地区農村環境改善センター）・生活習慣病予防週間（～ 7日）
・平成 19年分の贈与税（～ 3月 17日）、個人事業者の消費税および地方消費税（～ 3月 31日）の確定申告

2 ㈯ ・木と竹と椎茸の一日体験教室 10:00 ～（神の里交流センター「緒環」）・食育イベント「弁当の日」（受付）10:45 ～（久住中央公民館サンホール）
・世界湿地の日

3 ㈰ ・第 19回豊肥地区解放文化祭 11:30 ～（竹田市文化会館）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

4 ㈪ ・悩まずどんとこい労働相談週間 9:00 ～ 20:00( 大分県労働委員会〔大分市〕)( ～ 8日）
・荻の里温泉休館日

5 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

6 ㈬ ・久住地域人権講演会 19:00 ～（久住中央公民館）

7 ㈭ ・平成 20年度幼稚園入園説明会および面接（受付）9:00 ～（直入幼稚園）・読み聞かせ講演会 10:00 ～ 10:40
（竹田っ子すこやか広場〔南部幼稚園横〕）・竹田温泉「花水月」休館日

8 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818
・障がい者就職面接会 14:00 ～ 16:00（ビーコンプラザ〔別府市〕）

9 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）・第 50回県内一周駅伝競走大会竹田市選手団結団式 11:00 ～（竹田市文
化会館大会議室）・阿蘇くじゅうゆっくりシンポジウム 13:00 ～（直入中央公民館）

10㈰ ・第 16回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入少年柔道大会 9:30 ～（竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター柔道場）
・2008 年新春カラオケフェスタ 10:00 ～（竹田市文化会館）

11㈪ ・建国記念の日
・竹田市歩こう会「小富士山祭り」9:00 廣瀬神社下集合（※ 1）

12㈫ ・子牛市場 10:00 ～（豊後豊肥家畜市場）（～ 14日）
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

13㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）・おはなしルーム 13:20 ～（竹田幼稚園）
・精神保健家族学習会（受付）14:30 ～（竹田保健所）

14㈭ ・高齢者大学 9:30 ～（竹田市文化会館）・第 50回記念県内一周大分合同駅伝回顧写真展（竹田市役所 1Ｆロビー）（～ 22日）
・竹田温泉「花水月」休館日

15㈮ ・平成 20年度幼稚園入園説明会および面接（受付）14:45 ～（竹田幼稚園／南部幼稚園）
・自死遺族のつどい（受付）13:30 ～（大分県精神保健福祉センター〔大分市〕）

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ2月
2008年

享保雛と竹雛（岡藩城下町雛まつり）

・第 10回岡藩城下町雛まつり
　2月 8日㈮～ 3月 17日㈪
　○竹雛飾り（竹田町商店街ギャラリー）
　○流し雛（竹田橋下　稲葉川）
　　3月 17日㈪ 10:00 ～



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈯ ・食育ツーリズム雇用創出大作戦「大合同研修会」in 竹田 13:30 ～ 19:00（直入総合支所）

17㈰ ・岡の里城郭史講座「近世のお城を知る」13:30 ～ 15:30（岡城会館）（※ 2）
・家庭の日

18㈪ ・平成 19年分の所得税の確定申告（～ 3月 17日）
・荻の里温泉休館日

19㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・食育の日

20㈬ ・年金相談 10:00～15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）・行政相談 10:00～12:00（竹田市総合社会福祉センター /直入総合支所）・ブックスタート10:30～（竹田市総合社会
福祉センター）・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所 3F会議室）・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

21㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

22㈮ ・成牛市場 10:00 ～（豊後豊肥家畜市場）
・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818

23㈯ ・農業委員会委員選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（選挙管理委員会事務局）（～ 3月 9日）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

24㈰ ・竹田市歩こう会「城原神社」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）・竹田市農業再発見ツアー（受付）9:00 ～（竹田市役所）・第 19回豊岡地
区健康駅伝競走大会 10:00 ～ 12:00（豊岡分館）・第 2回和気藹音コンサート 13:30 ～（竹田市文化会館）

25㈪ ・荻の里温泉休館日

26㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・賃金・退職金セミナー 13:30 ～ 16:00（大分県医師会館〔大分市〕）

27㈬ ・福祉人材面接会 13:00 ～（トキハ会館〔大分市〕）

28㈭ ・竹田保健所精神保健福祉相談 14:00 ～ 16:00（竹田保健所）
・竹田温泉「花水月」休館日

29㈮ ・豊肥地区おおいた肉用牛振興協議会研修会 13:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）
・国民健康保険税（8期）・介護保険料（8期）納期限

月　間

その他

・3月 1日㈯　竹田商業高校卒業式・閉校式（受付）9:00（竹田商業高校）
・3月 2日㈰　第 21回岡の里名水マラソン大会（受付）8:00 ～（竹田市文化会館）
・3月 2日㈰　こども茶道教室「ひな祭り茶会」10:00 ～ 14:00（旧竹田荘）
・3月 9日㈰　第 16回 B&G直入地域バレーボール大会 9:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター）
・「はたちの献血」キャンペーン（～ 28日）
・冬の省エネキャンペーン（～ 3月 31日）
・緑の募金（～ 5月 31日）

※久住総合運動公園野球コートは、
　整備のため３月末まで使用できま
　せん。

※陽目の里名水茶屋は、冬期期間中
　休業します。

第 50回県内一周大分合同駅伝競走大会（18～ 22日）
　19日㈫　第 2日　佐伯市役所～竹田市役所
　20日㈬　第 3日　竹田市役所～久住～直入 , 由布市～日田市
　力走する選手達に皆さんの温かい声援を！

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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募　

集

臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
登
録
者
募
集

　

竹
田
市
お
よ
び
竹
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
20
年
度
の
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
の

採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
者
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
21
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
い
た
し
ま
す
。

○
募
集
内
容

○
勤
務
条
件
等

給
与
・
休
暇　

市
の
規
定
に
よ
る

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
正
規
職
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
勤
務
職
員
服

務
規
程
に
準
ず
る

社
会
保
険　

法
定
制
度
適
用

任
用
期
間　

職
種
及
び
配
置
先
に
よ
り
異
な
る

勤
務
場
所　

本
庁
、
各
総
合
支
所
、
ま
た
は
小

中
学
校
、
幼
稚
園
そ
の
他
教
育
委
員
会
所
管
の

施
設

※
詳
細
な
条
件
は
職
種
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　

の
で
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

○
年
齢
制
限　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人

○
登
録
方
法

　

２
月
４
日
㈪
か
ら
随
時
受
付
し
ま
す
。
所
定

の
履
歴
書
（
総
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
教
育
委
員
会
総
務
課
お
よ
び
教
育
課

に
備
付
け
）
に
写
真
を
貼
付
し
、
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
教
育
委
員
会
総

務
課
ま
た
は
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。）

　

な
お
、
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま

で
で
す
。

※
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
方
は
２
月
22

　

日
㈮
必
着
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
職
員
係　
　
　

☎
63‒

４
８
０
０

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
63‒

４
８
１
６

竹
田
市
内
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

物
資
納
入
業
者
募
集

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か
ら
業
務

を
開
始
す
る
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
竹

田
・
荻
調
理
場
統
合
）、
久
住
お
よ
び
直
入
学

校
給
食
調
理
場
の
平
成
20
年
度
学
校
給
食
用
物

資
納
入
業
者
（
野
菜
・
椎
茸
・
果
物
・
農
産
物

加
工
品
・
精
肉
・
鮮
魚
等
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

納
入
希
望
者
は
、
指
名
願
（
竹
田
市
学
校
給

食
共
同
調
理
場
指
定
の
も
の
）
を
各
調
理
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
学
校
給
食
共

同
調
理
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
給
食
物
資
の
納
入
に
は
、
一
定
の
基
準
規
格

　

等
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　

２
月
20
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先

　

竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
63‒

１
１
７
０

　

荻
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
68‒

２
１
２
８

　

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
76‒

１
１
５
７

　

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
75‒

２
２
７
０

平
成
20
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

大
分
県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
お
聴
き
し
、
県
民
中
心
の
開
か
れ
た
県

政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月

内
容　

・
県
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
言

　
　
　

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
会
等

　
　
　

・
説
明
会
、
意
見
交
換
会
へ
の
参
加

対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方（
公
務
員
、

　

国
・
地
方
公
共
団
体
議
会
議
員
を
除
く
）

※
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別

　

途
使
用
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
要
件
が
あ
り
ま
す
。

締
切　

２
月
29
日
㈮

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
広
報
公
聴
課
広
報
班

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

１
１
７
０

　

http://w
w
w
.pref.oita.jp/

ド
イ
ツ
村
簡
易
宿
泊
所　
指
定
管
理
者
募
集

　

指
定
管
理
者
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
民
間
の

法
人
や
団
体
等
も
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
竹
田
市
で
も
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
竹
田
市
ド
イ
ツ
村
簡
易
宿
泊
施

設
お
よ
び
ド
イ
ツ
村
温
泉
を
管
理
・
運
営
す
る

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

安
定
し
た
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

　

が
で
き
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

　

法
人
、
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

主
な
業
務　

宿
泊
施
設
の
利
用
受
付
、
施
設
や

　

設
備
の
維
持
管
理

施
設
所
在
地

　

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯
８
１
９
５
番
地
11

指
定
期
間　

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
平
成
23
年

　

３
月
31
日

説
明
会　

２
月
15
日
㈮　

13
時
30
分
〜

募
集
期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
３
日
㈪

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
直
入
教
育
課

　

☎
75‒

２
２
４
０

ド
イ
ツ
映
画
鑑
賞
サ
ー
ク
ル
開
催

　

国
際
交
流
員
の
ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー

が
ド
イ
ツ
映
画
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
後
も
月
１
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す

が
、
参
加
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
日
程
等
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈬　

19
時
30
分
〜

会
場　

直
入
中
央
公
民
館

参
加
料　

無
料

上
映
作
品　
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

●
お
問
い
合
せ　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
75‒

２
２
１
４

職　種 備　　　考

一 般 事 務 事務補助（パソコン
使用業務有）

労　務　員 学校主事

幼稚園教諭 資格必要

図 書 司 書 資格必要

臨時講師・
教育支援員
（小中学校）

資格必要

《竹田市》

職　種 備　　　考

一 般 事 務 事務補助（パソコン
使用業務有）

専　門　職
資格必要
（保健師、看護師、
准看護師、保育士等）

介 護 認 定
調　査　員

資格必要
（介護支援専門員、
理学療法士等）

《竹田市教育委員会》

※履歴書の受取、提出は教育委員会総務
　課または教育課まで。

※履歴書の受取、提出は総務課職員係
　または各総合支所地域振興課まで。

http://www.city.taketa.oita.jp/
http://www.pref.oita.jp/
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試　

験

大
分
県
立
聾
学
校　
高
等
部
入
学
者
選
考

募
集
学
科
お
よ
び
定
員

日
程
お
よ
び
内
容

・
前
期
入
学
者
選
考　

３
月
11
日
㈫

　
募
集
期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

　

本
科
…
学
力
検
査
、
面
接

　

専
攻
科
…
作
文
、
面
接

・
後
期
入
学
者
選
考　

３
月
21
日
㈮

　
募
集
期
間　

３
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬

　

本
科
・
専
攻
科
…
作
文
、
面
接

応
募
資
格　

聴
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
者
。

出
願
手
続
き

次
の
書
類
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

・
入
学
願
書
（
本
校
所
定
の
も
の
）

・
調
査
書　

本
科
…
出
身
中
学
校
作
成

　
　
　
　
　

専
攻
科
…
出
身
高
等
学
校
作
成

・
専
門
医
の
聴
力
証
明
書
ま
た
は
障
害
者
手
帳

　

の
写
し

出
願
先　

大
分
県
立
聾
学
校

　

〒
８
７
０‒

０
８
２
３

　

大
分
市
東
大
道
２‒

５‒

12

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
聾
学
校

　

☎
０
９
７‒

５
４
３‒

２
０
４
７

  
農　

業

集
ま
れ
！
竹
田
市
で
農
業
し
た
い
人
！

竹
田
市
農
業
再
発
見
ツ
ア
ー

　

竹
田
市
で
新
規
就
農
を
目
指
す
方
を
対
象

に
、
市
内
の
野
菜
、
花
き
、
果
樹
農
家
等
を
見

学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
脱
サ
ラ
し
て
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」、

「
定
年
後
は
農
業
が
し
た
い
」
等
、
竹
田
市
で

の
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
24
日
㈰　

受
付　

９
時
〜

場
所　

竹
田
市
役
所
駐
車
場　
　

募
集
対
象　

竹
田
市
で
農
業
に
挑
戦
し
た
い
人

募
集
人
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
曜
日
・
日
曜
日

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み
の
受
付
に
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
14
日
㈭
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

豊
肥
地
域
就
農
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

　
（
大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
内
）

　

担
当
：
廣
門

　

☎
63‒

３
１
７
７　

℻
63‒

３
５
８
５

　

竹
田
市
就
農
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

　
（
農
林
畜
産
課
内
）　

担
当
：
衞
藤

　

☎
63‒

４
８
０
５　

℻
63‒

３
９
９
０

　

Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
就
農
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

　

☎
63‒

１
０
３
３　

℻
63‒

４
９
９
５

  

講　

習

点
訳
・
音
訳
講
習
会

　

点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
が
利
用

す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
等
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

応
募
条
件　

原
則
と
し
て
、
講
習
会
を
毎
回
受

講
で
き
る
方
で
、
講
習
会
終
了
後
は
継
続
し
て

点
字
図
書
館
に
お
け
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書

の
製
作
等
に
協
力
で
き
る
方
。

期
間　

平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月

会
場　

大
分
県
点
字
図
書
館
研
修
室

受
講
料　

無
料

締
切　

２
月
15
日
㈮

◇
点
訳
講
習
会

　

日
程　

毎
週
金
曜
日　

10
時
〜
12
時

　

定
員　

15
名
程
度

◇
音
訳
講
習
会

　

日
程　

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
12
時

　

定
員　

20
名
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
点
字
図
書
館

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

０
３
９
９

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
20
年
度
第
１
学
期（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
文
学
等
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

募
集
期
限　

２
月
29
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
１
２

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

  

相　

談

２
月
は「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

　

大
分
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
が
開
始
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
り
、
後

日
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
、
放
置
さ
れ
て
い
る
相
続
登
記

が
な
い
か
ど
う
か
点
検
と
確
認
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
無
料
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭　
　
　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
お
休
み

窓
口　

各
司
法
書
士
事
務
所

内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
等
相
続
に

　

ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
５
７
９

悩
ま
ず　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
労
働
問
題
に
係
る

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
大
分
県
労
働
委
員
会
が

公
正
・
中
立
な
立
場
で
ご
相
談
を
受
け
、
無
料

で
迅
速
な
解
決
を
手
助
け
し
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈪
〜
８
日
㈮

　
　
　

９
時
〜
20
時
（
来
所
は
17
時
ま
で
）

場
所　

大
分
県
労
働
委
員
会
（
大
分
市
）

◇
相
談
方
法

・
電
話
（
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

３
６
５
０

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
２
４
１

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
２
５
１

・
来
所　

大
分
県
労
働
委
員
会
相
談
室

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

℻
０
９
７‒

５
０
６‒

１
７
８
８

・
Ｅ
メ
ー
ル　

a23100@
pref.oita.lg.jp

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒
５
２
４
１

学　科 定　員

本　

科

産業工芸科 ８名

被　服　科 ８名

理　容　科 ８名

専
攻
科

工　芸　科 ８名

被　服　科 ８名

理　容　科 ８名

http://www.u-air.ac.jp
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競　

売

　

市
が
保
有
し
て
い
る
土
地
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す
。

広報たけた・竹田市ホームページに
　　　　　　広告を掲載しませんか！
　竹田市では市民サービスの向上を図るために、新たな財源の確保と地域経済の
活性化に資することを目的に、「竹田市広告料収入事業」として、広報たけたおよ
び竹田市ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）に広告を掲載しています。
　市内外の企業・団体・事業所・個人等で広告の掲載を希望する方は、下記の広
告代理店にお申し込みください。

　＜申 込 先＞　佐伯印刷株式会社　　〒 870-8444　大分市古国府 1155-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 097-543-1211
　●お問い合せ　企画情報課情報化推進係　☎ 63-4801

番号 物件名 所在地 地　目 地　積 ( ㎡ )

1 篠原
市有林

久住町大字久住
字篠原 4467 番1 原　　　野 16,268

（実測面積）

2 下坂田
市有地

大字下坂田
字瓶田 1195 番1 雑　種　地 534

（登記地積）

3 上角
市有地

大字竹田
字立小野 709 番1

宅　　　地
（一部竹林）

2,144.39
（実測･登記地積）

4 元米山
市有林

大字上畑
字元米山 226 番 山　　　林 5,454

（登記地積）

入
札
日
時　

２
月
20
日
㈬　

10
時

入
札
会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

参
加
方
法　

事
前
に
財
政
課
管
財
係
に
お
申
し

　

込
み
下
さ
い
。

現
地
説
明
会　

２
月
18
日
㈪

　

時
間
等
に
つ
い
て
は
受
付
終
了
後
に
連
絡
し

ま
す
。 
 

※
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
、
入
札
に
参
加

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

財
政
課
管
財
係

　

☎
63‒

４
８
０
２

   

労　

働

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
、
障

が
い
者
と
事
業
主
を
対
象
と
し
た
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
８
日
㈮　

14
時
〜

場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

８
６
０
９

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変

わ
り
ま
す
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
事
業
主
に
は
、
雇
い
入
れ
の
際
「
昇
給
の
有

　

無
」、「
退
職
手
当
の
有
無
」、「
賞
与
の
有
無
」

　

を
文
書
等
で
労
働
者
に
明
示
す
る
こ
と
が
義

　

務
化
さ
れ
ま
す
。

・
事
業
主
に
は
、
雇
い
入
れ
の
後
、
パ
ー
ト
タ

　

イ
ム
労
働
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
時
、
待
遇
の

　

決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
を
説
明
す

　

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

・
事
業
主
に
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
通

　

常
の
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め
の

　

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
（
通
常
の
労
働
者
を
募
集
す
る
場
合
、
そ
の

　

募
集
内
容
を
す
で
に
雇
っ
て
い
る
パ
ー
ト
タ

　

イ
ム
労
働
者
に
周
知
す
る
等
。）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
０
４
０

　

労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル「
労
働
１
１
０
番
」

　
　

０
１
２
０‒

６
０
１
５
４
０

  

求　

人

◇
配
管
工
１
人
14
〜
22
万
（
竹
）
◇
正
看
護
師

１
人
16
・
５
〜
22
・
３
万
（
直
）
◇
調
理
員
１

人
13
・
８
万
（
荻
）
◇
調
剤
薬
局
事
務
員
１

人
12
〜
15
万
（
竹
）
◇
店
内
販
売
員
２
人
15
・

５
万
（
竹
）
◇
接
客
係
３
人
12
〜
20
万
（
直
）

◇
製
材
工
１
人
11
〜
17
・
６
万
（
久
）
◇
重
機

運
転
手
１
人
20
〜
25
万
（
荻
）
◇
支
援
員
１
人

13
・
２
万
（
久
）
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
１
人

13
・
４
〜
22
万
（
竹
）
◇
和
菓
子
製
造
工
１
人

11
・
４
万
（
竹
）
◇
携
帯
電
話
販
売
１
人
13
万

（
竹
）
◇
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
１
人
13
・
５

〜
21
万
（
久
）
◇
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
係
１
人

15
〜
16
万
（
竹
）
◇
大
型
運
転
手
１
人
17
・

６
万
（
久
）
◇
調
理
員
２
人
14
・
３
〜
17
・

４
万
（
直
）
◇
縫
製
作
業
３
人
時
給
６
２
１
〜

７
０
０
円
（
竹
）
◇
運
転
手
２
人
時
給
６
２
０

〜
７
０
０
円
（
竹
）
◇
給
食
調
理
員
５
人
時
給

６
２
０
〜
７
０
０
円
（
竹
）
◇
清
掃
業
務
１
人

時
給
６
５
０
円（
竹
）
◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

販
売
業
務
１
人
時
給
７
０
０
〜
７
５
０
円（
竹
）

◇
介
助
員
２
人
時
給
７
０
０
〜
９
０
０
円（
竹
）

◇
野
菜
漬
物
工
１
人
時
給
６
７
３
円
（
竹
）
◇

加
工
作
業
員
２
人
時
給
７
５
０
円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１




